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本書の概要本書の概要本書の概要本書の概要
『JRun タグ ラ イブラ リ  リ ファレンス』 は、 Web アプリケーシ ョ ンで JRun JSP カスタ
ム  タグを使用する  Java 開発者を対象と しています。 
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対象読者対象読者対象読者対象読者

『JRun タグ ラ イブラ リ  リ ファレンス』 は、 Web アプリケーシ ョ ンで JRun JSP カスタ
ム  タグを使用する  Java 開発者を対象と しています。 

開発者リソース開発者リソース開発者リソース開発者リソース

(株) アイ ・ ティ ・ フロンティ ア  (株式会社シリ ウスは、 2001 年 4 月に株式会社アイ ・
ティ ・ フロンティ アに社名変更いたしました ) では、開発者の教育、テクニカル サポート
などのサービスにより カスタマ  サポート を充実させており ます。 次の表に記載されて
いるサイト では、 各サービスの内容の詳細が掲載されています。

リソースリソースリソースリソース 説明説明説明説明 URL
(株) アイ ・ ティ ・ フロン
ティア JRun のサイト

JRun に関する詳細な製品情報および関
連トピッ ク

http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/

テクニカル サポート Allaire 社の提供するプロフ ェ ッシ ョナル
サポート  プログラム

http://www.allaire.com/support/

JRun サポート  
フォーラム

オンライン フ ォーラムでは豊かな経験
を持つ JRun 開発者と連絡をと り、 JRun
に関連した ト ピ ッ クについてメ ッセージ

を書き込んだり、 回答を得るこ とができ

ます。

http://forums.allaire.com/jrun/

開発者コ ミ ュニテ ィ JRun による開発に必要な最先端の情報
を提供する、 オンライン ディスカッシ ョ
ン グループ、 知識ベース、 技術文書など
のあらゆるリソース

www.allaire.com/developer/

JRun 開発者センター 開発のヒン ト、記事、文書、ホワイ トペー

パーに関する情報サイ ト

www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk/
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JRun 文書の概要文書の概要文書の概要文書の概要

JRun 文書は、あらゆる関係者をサポートできるよ うに設計されています。印刷物で提
供されている場合でも、 オンラインの場合でも、 必要な情報を速やかに探し出せるよ
う に構成さ れています。 JRun オンラ イ ン文書には、 HTML 形式と  Adobe Acrobat
ファ イル形式があ り ます。 

印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト

JRun の文書セッ トには、 以下の文書が含まれます。

文書文書文書文書 説明説明説明説明

『JRun 拡張設定ガイ ド』 ISP、ISV、および OEM カスタマ用の JRun のインス トー
ル、 使用、 設定に関する情報があります。

『JRun によるアプリケーシ ョ ン
の開発』

Java サーブレッ ト、 JavaServer Pages、 および 
Enterprise JavaBeans から構成される Web アプリケー
シ ョ ンの開発方法について説明します。

『JRun Version 3.1 機能および 
移行ガイ ド』

JRun バージョ ン  3.1 の機能と 、既存のアプリケーショ ン
をバージョ ン  3.1 に移行する方法について説明します。

『JRun タグ ライブラリ  リ ファ
レンス』

JRun タグ ラ イブラ リの JavaServer Pages (JSP) カス
タム タグについて説明します。

『JRun サンプル ガイ ド』 サーブレッ ト 、JavaServer Pages、Enterprise JavaBeans
のコード  サンプルおよびサンプル アプリケーシ ョ ンを
提供します。

『JRun セッ トアップ ガイ ド』 JRun 管理コンソール (JMC) を使用した JRun のインス
トール、 設定、 および管理について説明します。

『JRun タグ ライブラリ  クイッ ク  
リ ファレンス カード 』

JRun タグ ライブラリの JavaServer Pages (JSP) カスタ
ム タグの簡単な説明と構文について記載されています。

『JSP クイ ッ ク  リフ ァレンス 
カード』

JavaServer Pages (JSP) のディ レクティ ブ、アクショ ン、
およびスクリ プト 要素の簡単な説明と構文が記載されて

います。

『Allaire ClusterCATS の使用』 マルチサーバーの負荷管理およびサーバー障害の保護

を行う  ClusterCATS の使用方法に関する情報が記載さ
れています。

『JRun Studio 入門』 JRun Studio を使用した Web コンテンツの構築、 テス
ト、 および公開方法について説明します。 さまざまなス

ク リプ トおよびマークア ップ言語用の組み込みエデ ィ

タの使用方法についても説明します。
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オンライン文書の表示オンライン文書の表示オンライン文書の表示オンライン文書の表示

すべての JRun 文書は、 HTML 形式と  Adobe Acrobat ファ イル形式でオンラインで利
用できます。 HTML 文書を表示するには、 JRun を実行している  Web サーバーにある
URL、 JRun のルート  ディ レク ト リ /docs/dochome.htm を開きます。

JRun Studio 文書文書文書文書

JRun Studio は、 JRun アプリ ケーショ ンを作成するためのビジュアル開発ツールです。
JRun Studio には直観的に操作できる  GUI インターフェイスがあ り、 アプ リ ケーシ ョ
ンの構築に必要なツールが利用できます。 また、 JRun Studio によって、任意の JDBC
データベースのデータを選択、挿入、更新、 または削除を行う複雑な SQL ステート メ
ン ト を作成できます。 また、 HTTP を通じて リモート  サーバー上のデータベースに接
続するこ と もできます。 これは複雑なネッ ト ワーク設定を必要と しません。

JRun Studio は JRun Developer、 JRun Professional、 JRun Enterprise とは別売になっ
ています。 

JRun 文書の印刷文書の印刷文書の印刷文書の印刷

印刷版の文書を読むには、製品と と もにインス トールされた Adobe Acrobat PDF ファ
イルを探します。 PDF ファ イルからは、 優れた印刷出力を得るこ とができます。 文書
の全体または一部を印刷できます。 
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その他の情報リソースその他の情報リソースその他の情報リソースその他の情報リソース

本書で扱っている ト ピッ クの詳細については、 以下のリ ソースも参照してください。

書籍書籍書籍書籍

• 『Java Servlets』 Karl Moss 著、 McGraw Hill 刊、 1999 年、 ISBN: 0071351884

• 『Java Servlets: By Example』 Alan R. Williamson 著、
Manning Publications 刊、 1998 年、 ISBN: 188477766X

• 『Java Servlet Programming』 Jason Hunter、 William Crawford 共著、
O'Reilly & Associates 刊、 1998 年、 ISBN: 156592391X

• 『Developing Java Servlets』 James Goodwill 著、 Sams 刊、 1999 年、
ISBN: 0672316005 

• 『Inside Servlets: Server-Side Programming for the Java Platform』 Dustin R. 
Callaway 著、 Addison-Wesley Pub.Co. 刊、 1999 年、 ISBN: 0201379635 

• 『Mastering Enterprise JavaBeans and the Java 2 Platform, Enterprise Edition』
Ed Roman 著、 Wiley 刊、 ISBN: 0471332291

• 『Enterprise JavaBeans』 Richard Monson-Haefel 著、
O'Reilly & Associates 刊、 ISBN: 1565928695

• 『Enterprise Javabeans: Developing Component-Based 
Distributed Applications』 Thomas C. Valesky 著、
Addison Wesley Publishing Company 刊、 ISBN: 0201604469

オンラインオンラインオンラインオンライン リソースリソースリソースリソース

• Java servlet API (http://java.sun.com/products/servlet)

• JavaServer Pages (http://java.sun.com/products/jsp)

• Enterprise JavaBeans (http://java.sun.com/products/ejb)

• JSP Resource Index (http://www.jspin.com) 

• Servlet Source (http://www.servletsource.com) 

• ServerPages.com (http://www.serverpages.com)
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疑問の解決方法疑問の解決方法疑問の解決方法疑問の解決方法

プログラ ミ ングの問題を解決する最善の方法の 1 つは、 JRun フォーラムで、 JRun 開
発者コミ ュニティ の幅広い経験に基づいたアドバイスを受けるこ と です。 JRun の利用
方法についてどのよ う なこ とでも、 メンバーであるほかの開発者のアドバイスを得る
こ とができます。 さ らに、 検索機能を使用する と、 過去 12 か月間のメ ッセージを呼
び出すこ とができるため、 同じ問題をほかの開発者がどのよ うに解決したかを知るこ
とができます。 このフォーラムは、 JRun の利用方法を知るための優れた情報源である
と と もに、 JRun 開発者がリ アルタイムで活動する様子を知るこ と のできるすばらしい
機会でもあ り ます。 

お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先

販売元 株式会社アイ ・ ティ ・ フロンティア
シ リ ウス事業部 

電話 : 03-5562-4099
Fax : 03-5562-4070

http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/

E-mail : jrunsales@sirius.co.jp
(株式会社シ リ ウスは、 2001 年 4 月に株式会社アイ ・ ティ ・
フロンティアに社名変更いたしました )

テクニカル サポート Allaire 社では、 幅広いサポート  オプシ ョ ンを提供していま
す。 テクニカル サポート  サービスの詳細については、
http://www.allaire.com/support/ をご覧ください。

JRun サポート  フォーラム  (http://forums.allaire.com) へは、
いつでも投稿するこ とができます。 
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第 1 章

JRun タグタグタグタグ ライブラリの概要ライブラリの概要ライブラリの概要ライブラリの概要
JRun タグ ラ イブラ リ は、 JavaServer Pages 1.1 (JSP) タグ拡張 API を基準にして
JavaServer Pages (JSP) カスタム  タグをまと めたものです。 これらのタグは次のカテゴ
リ の機能を提供します。

• J2EE 技術

• ク ライアン ト側のフォーム処理

• フロー制御

JRun タグ ラ イブラ リ を使用する と、 関連する  API のすべてを理解していな くても、
データ  クエ リ 、 ト ランザクシ ョ ン、非同期メ ッセージ送受信、電子メール処理、 およ
び XML/XSL データ処理が実行できます。 JRun タグでは、 JSP と最先端の J2EE 技術を
シームレスに統合します。

本書では、 各 JRun タグの理解に役立つ簡単な例を示します。 JRun 管理コンソール
(JMC) ホーム  ページからアクセスできる  JRun デモ アプリケーシ ョ ンでは、詳細なタ
グの例が提供されます。 リ ンクをク リ ッ ク して各例のソース  コードを表示するこ と も
できます。

JRun タグの中には、javax.sql.RowSet インターフェイスを実装するオブジェク ト を
返すものがあり 、それにより  java.sql.ResultSet が拡張されます。 RowSet 実装は切
断されて読み取り専用になるため、 メ ソ ッ ドを呼び出してデータベースへの接続や書
き込みを行う こ とはできません。 JRun sql、 storedproc、 getmsg、 getmail、 および

jndi タグを使用する前に、 javax.sql.RowSet および java.sql.ResultSet について
把握しておく こ とをお勧めします。詳細については、次の URL にある  JDBC API のマ
ニュアルを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/index.html
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設計目標と方針設計目標と方針設計目標と方針設計目標と方針

JRun タグ ライブラ リは、 次の設計上の目標に沿って開発されました。

• 共通に利用できる共通に利用できる共通に利用できる共通に利用できる Java API およびサーバー側処理の抽象化およびサーバー側処理の抽象化およびサーバー側処理の抽象化およびサーバー側処理の抽象化 - JSP 開発者が JSP に
書き込む Java コード行が多すぎる場合、 JSP ページの読み取り と管理が困難にな
るこ とがあ り ます。 また、 開発者は、 標準 JSP 仕様では直接処理しない作業を実
行するために各種の Java API を理解しなければならない場合もあ り ます。 これら
の問題は、 JSP で JavaBeans を使用する こ とによって一部は処理されます。 ただ
し、 Bean 間の通信が必要な場合にこの方法が必ずし も有効である とは限 り ませ
ん。 JSP カスタム  タグ  モデルでは、 タグベースのスク リ プト 作成、 タグ間の通信、
親 - 子タグの通信の機能によ り、 これらの問題がよ り適切な形で解決されます。

J2EE では、Web アプリケーシ ョ ン開発で最も一般的に使用される  Java API の概要
が説明されます。開発者は、 JRun タグ ラ イブラ リ を使用する と、 Java コードの書
き込みを行わずにほ とんどのタス クが実行できます。 データベース  クエ リ は、
JRun タグ ライブラ リによって複雑な処理が抽象化される領域の例です。タグ拡張
機能がない場合、開発者は必要なデータベース  クエ リ を実行するために Java スク
リプ ト レッ トに JDBC コードを書き込み、高度にフォーマッ ト されたプレゼンテー
シ ョ ン  コードで、 結果セッ ト を表示する必要があ り ます。 その結果、 開発サイク
ルが非常に長く な り、 エラーの多発を招 く可能性があ り ます。 また、 開発者が複
数の Java API 実装を使用してコードを書き込む必要がある場合には、 さ らに状況
が悪化します。

• 簡潔な構文の提供簡潔な構文の提供簡潔な構文の提供簡潔な構文の提供 - タグの抽象化が特定の Java API のすべての局面をカバーする
わけではあ り ませんが、 JRun タグ ラ イブラ リは、重要な API の大部分の処理を可
能にする簡潔な構文を提供するこ とによって、 バランスをとっています。

• 移植性の提供移植性の提供移植性の提供移植性の提供 - JSP 仕様によ り、 カスタム タグを持つ JSP を含む JSP が、 さまざま
なベンダから提供される  JSP コンテナ内でまった く同じ機能を持つよ うにな り ま
した。移植性を最大限に活用するため、 JRun タグ ラ イブラ リは、関連するすべて
の J2EE の要求事項に完全に合致しています。

• 業界標準のサポート業界標準のサポート業界標準のサポート業界標準のサポート  - JRun タグ  ライブラリ では、 移植性を最大限に活用するため、
可能な限り標準 API を使用しています。
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第 2 章

JRun タグタグタグタグ
この章では JRun タグ ラ イブラ リのタグについて説明します。 

目次目次目次目次

• 表記規約 ....................................................................................................................... 4
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表記規約表記規約表記規約表記規約

各タグの説明には、 状況に応じて次のセクシ ョ ンが含まれています。

• 説明

• 構文

• 属性

• スク リプ ト変数

• 前提条件

• 例

「構文」 セクシ ョ ンでは、オプシ ョ ン属性が角かっこ内に示され、オプシ ョ ン属性の既
定値が太字で示されます。 

JSP カスタム タグ ライブラ リの詳細については、 『JRun によるアプ リケーシ ョ ンの開
発』 を参照してください。
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複数オブジェク ト複数オブジェク ト複数オブジェク ト複数オブジェク ト  タイプタイプタイプタイプ

状況に応じて、 JRun タグ属性で複数の Java オブジェク ト  タイプがサポート されま
す。 たとえば、 foreach タグ グループ属性では、 java.util.Enumeration、

javax.naming.NamingEnumeration、 java.util.Iterator、 および 
java.lang.Object[] がサポート されています。 

タグ属性の中には便利な表記をサポートするものもあ り ます。

• 一般にタグ属性で java.lang.String 以外のオブジェク ト  タイプが必要と される
場合は構文のフォームが attribute="<%= x %>" にな り ます。 こ こで x は、 オブ
ジェク ト またはオブジェク ト を返すメ ソッ ド を表します。 通常、 この構文では Java
スク リプ ト レッ トで生成されるスク リプ ト変数が必要とな り ます。 ただし、 JRun
タグ ラ イブラ リ を使用する と きに、 pageContext オブジェク トにこの非文字列オ
ブジェク ト がある場合は、次の例のよう に attribute="scope.name" という フォー
ムの単純な構文を使用できます。

<tag1 id="x" scope="page" ... />
<tag2 id="y" scope="request" .../>
<% Object z = new Object(); %>
<tag3 attr1="page.x" attr2="request.y" attr3="<%= z %>" .../>

• 通常は JNDI コンテキス トにバイン ド されているオブジェク トがタグ属性で要求
される場合、 完全な JNDI 検索 (ルッ クアップ ) 名の略称を指定してこのオブジェ
ク ト を自動的に取得できます。 たとえば、 java:comp/env/jdbc/source1 とい う
JRun JNDI コンテキス ト にバイン ド されたデータ  ソースがある場合、 sql タグの
datasrc 属性に "source1" とい う値を指定できます。 このテクニッ クは、
java:comp/env/jms、 java:comp/env/mail、 java:comp/env/ejb、 および

java:comp/env/url などの J2EE サブコンテキス トにも適用されます。
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タグの概要タグの概要タグの概要タグの概要

次の表は、 この章で説明するタグの概要を示します。

タグ名タグ名タグ名タグ名 説明説明説明説明

データベースデータベースデータベースデータベース タグタグタグタグ

「sql」 8 ページ データベース操作を実行します。

「sqlparam」 16 ページ sql タグと併用して SQL ステート メン ト を動的に構築し
ます。

「storedproc」 18 ページ ス トアド  プロシージャ操作を実行します。

「procparam」 25 ページ storedproc タグと併用して SQL ステート メン ト を動的
に構築します。

「query2xml」 27 ページ データベース クエリの結果を XML 形式のテキス トに変換
します。 xslt タグと併用される場合があります。

「xslt」 29 ページ Extensible Stylesheet Language (XSL) 変換を実行します。
sql および query2xml タグと併用してクエリ結果を  XML
から  HTML に変換する場合がありますが、 外部 XML フ ァ
イルを  HTML に変換する場合にも使用されます。

Java Message Service (JMS) タグタグタグタグ

「sendmsg」 32 ページ 非同期メ ッセージを送信します。

「msgparam」 35 ページ sendmsg タグと併用してメ ッセージのプロパテ ィ を設定し
ます。

「getmsg」 36 ページ 非同期メ ッセージを受信します。

電子メール電子メール電子メール電子メール タグタグタグタグ

「sendmail」 40 ページ 電子メール メ ッセージを送信します。

「mailparam」 44 ページ sendmail タグと併用して追加のメール ヘッダを設定し、
添付フ ァ イル付き メ ッセージなど、 マルチパー トの電子

メール メ ッセージを構築します。

45 ページの 「getmail」 電子メール メ ッセージを受信します。

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  タグタグタグタグ

「servlet」 51 ページ Java サーブレッ ト を呼び出します。

「servletparam」 52 ペー
ジ

servlet タグと併用してサーブレッ トの属性を設定します。

ほかのほかのほかのほかの J2EE タグタグタグタグ

「jndi」 53 ページ EJB、 LDAP、 CORBA などのオブジェク トやディ レク ト リ
を検索します。

「transaction」 57 ページ 分散型 ト ランザクシ ョ ンを実行します。
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「param」 59 ページ 数式およびスク リプ ト レ ッ ト で使用するために JSP スク
リプ ト変数を宣言します。

フロー制御タグフロー制御タグフロー制御タグフロー制御タグ

「foreach」 61 ページ オブジェク トの集合をループ化します。

「if」 63 ページ 条件ブロッ クを実行します。

「switch」 64 ページ Java のスイ ッチケース構築同様の条件ブロ ッ クを実行し
ます。

「case」 65 ページ switch タグと併用して条件ブロックを実行します。

HTML フォームフォームフォームフォーム タグタグタグタグ

「form」 66 ページ クライアン ト側の JavaScript で HTML フォームを生成し、
フォームの妥当性を確認します。

「input」 67 ページ クライアン ト側の JavaScript で HTML フォーム input セ
クシ ョ ンを生成し、入力フ ィールドの妥当性を確認します。

「select」 69 ページ ク ライアン ト側の JavaScript で HTML フ ォーム select
セクシ ョ ンおよび option セクシ ョ ンを生成し、 選択の妥
当性を確認します。

タグ名タグ名タグ名タグ名 説明説明説明説明
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タグの詳細タグの詳細タグの詳細タグの詳細

sql

説明説明説明説明 囲まれた SQL ステート メン ト を指定の JDBC データ  ソースに送信して、データベース
の操作を実行します。 

使用法使用法使用法使用法 sql タグの本文にフロー制御タグをネスト して  SQL ステート メン ト を動的に構築でき
ます。 sql タグの本文に sqlparam タグをネス ト して、 バイナ リ  オブジェク トの SQL
ステート メ ント への挿入などのよう に SQL ステート メ ント を構築すること もできます。

sql タグが transaction タグの本文にネス ト されている場合、 sql タグが ト ランザク
シ ョ ンの構成部分とな り、 sql 動作を完了できるかど うかはそのト ランザクシ ョ ンの
全動作によって決ま り ます。 ト ランザクシ ョ ン内の sql、 sendmsg、 getmsg などのすべ
ての動作が完了する と、 変更がすべて保存されます。 すべての動作が完了しない場合
は、 例外が発生し、 変更がロール バッ ク されます。 

sql タグを  param および foreach タグと併用する と、 JSP にクエ リの結果を表示でき
ます。 sql タグを  query2xml および xslt タグと併用する と、 クエ リの結果を XML に
変換した後に、 XML を  HTML に変換して JSP に表示するこ と もできます。

sql タグでは、 次のセクシ ョ ンで説明しているよ うに 3 種類の構文がサポート されて
います。 構文 2 に示すよ うに、 接続プールは、 JDBC データ  ソース  オブジェク トの名
前を指定した場合にサポート されます。 JRun 管理者は、 接続プールのサポート を使用
してデータ  ソース  オブジェ ク ト をあらかじめ定義し、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのパ
フォーマンスを最大限に高める必要があ り ます。 詳細については、 『JRun セッ ト アッ
プ ガイ ド』 を参照して ください。

構文構文構文構文 1 JDBC 接続オブジェク トによってデータ  ソースに接続します。

<jrun:sql
connection="<%= connection name %>"
[fetchsize="number of rows"]
[timeout="time in seconds"]
[maxrows="number of rows"]
[id="variable name"]
[scope="page|request|session|application"]>
SQL statement
optional <jrun:sqlparam/>

</jrun:sql>

属性属性属性属性 connection
必須。 java.sql.Connection または java.lang.String を取り ます。

JDBC 接続オブジェ ク ト名。 文字列を指定する と、 connection オブジェ ク ト は
pageContext オブジェ ク ト内にある と仮定されます。 sql タグには、 JDBC 接続
オブジェク ト があるため、このタグを閉じなく ても接続オブジェク ト が返されます。 
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fetchsize
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

行の追加が必要なと きにデータベースから取り込まれる行数。 正の整数のみ有効
です。 

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

タグがクエ リ を待つ秒数を設定します。 この制限を超える と例外が発生します。

maxrows
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

いずれかのクエ リ  オブジェ ク ト に含める こ とができる最大行数の制限を設定し
ます。 この制限を超える と、 超過した行が自動的に削除されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。 SQL ステート メン トが結果セッ ト
を返さない場合や更新回数が重要ではない場合は、 この属性を省略できます。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

構文構文構文構文 2 JDBC データ  ソース  オブジェク トによってデータ  ソースに接続します。

<jrun:sql
datasrc="data source name"
[fetchsize="number of rows"]
[timeout="time in seconds"]
[maxrows="number of rows"]
[id="variable name"]
[scope="page|request|session|application"]
[username="user name"]
[password="password"]>
SQL statement
optional <jrun:sqlparam/>

</jrun:sql>

属性属性属性属性 datasrc
必須。 javax.sql.DataSource または java.lang.String を取り ます。

JDBC データ  ソース名。文字列を指定する と、"java:comp/env/jdbc/[datasrc]"
で JNDI 検索 (ルッ クアップ ) を実行する こ とで、 データ  ソース  オブジェク ト が
取得できる と仮定されます。

分散型 ト ランザクシ ョ ンの一部と して transaction タグの本文で sql タグを使
用するには、 この属性をタイプ java.lang.String にする必要があ り ます。
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fetchsize
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

行の追加が必要なと きにデータベースから取り込まれる行数。 正の整数のみ有効
です。

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

タグがクエ リ を待つ秒数を設定します。 この制限を超える と例外が発生します。

maxrows
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

いずれかのクエ リ  オブジェ ク ト に含める こ とができる最大行数の制限を設定し
ます。 この制限を超える と、 超過した行が自動的に削除されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。 SQL ステート メン トが結果セッ ト
を返さない場合や更新回数が重要ではない場合は、 この属性を省略できます。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

username
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

データ  ソースにアクセスするためのユーザ名。

password
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

データ  ソースにアクセスするためのパスワード。

構文構文構文構文 3 JDBC ド ライバ ク ラス とデータベース  URL を使用してデータ  ソースに接続します。

<jrun:sql
driver="JDBC driver class"
url="JDBC URL"
[fetchsize="number of rows"]
[timeout="time in seconds"]
[maxrows="number of rows"]
[id="variable name"]>
SQL statement
optional <jrun:sqlparam/>

</jrun:sql>
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属性属性属性属性 driver
必須。 java.lang.String を取り ます。

JDBC ド ライバのク ラス名。

url
必須。 java.lang.String を取り ます。

データベースへの JDBC URL。

fetchsize
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

行の追加が必要なと きにデータベースから取り込まれる行数。 指定した行数が 0
の場合、 この属性は無視されます。 

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

タグがクエ リ を待つ秒数を設定します。 この制限を超える と例外が発生します。

maxrows
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

いずれかのクエ リ  オブジェ ク ト に含める こ とができる最大行数の制限を設定し
ます。 この制限を超える と、 超過した行が自動的に削除されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。 SQL ステート メン トが結果セッ ト
を返さない場合や更新回数が重要ではない場合は、 この属性を省略できます。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

username
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

データ  ソースにアクセスするためのユーザ名。

password
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

データ  ソースにアクセスするためのパスワード。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定した場合、 sql タグによって返される結果セッ ト は pageContext オブジェク
トに allaire.taglib.QueryTable のインスタンス と して格納されます。 返されるオ
ブジェク ト のスコープは、 sql タグの scope によって決ま り、 その既定値は page で
す。 param タグを使用してこのオブジェク トのスク リプ ト変数を宣言する と、 定義さ
れたスコープ内でその変数を暗黙オブジェク トのよ うに使用できます。
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QueryTable には javax.sql.RowSet インターフェイスが実装されています。 このイ
ンターフェ イスによって java.sql.ResultSet が拡張されます。 sql、 storedproc、

getmsg、 getmail、 および jndi タグを使用する前に、 javax.sql.RowSet および
java.sql.ResultSet について把握しておく こ と をお勧めします。 詳細については、
次の URL にある  JDBC API のマニュアルを参照して ください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/index.html

この特定の RowSet 実装は接続解除されて読み取り専用になるため、 メ ソ ッ ドを呼び
出してデータベースへの接続や書き込みを行う こ と はできません。 QueryTable では、
バイ ト配列と して BLOB (Binary Large Object)、 文字配列と して CLOB (Character
Large Object) を返します。

JDBC API を熟知しているユーザは、 sql 結果セッ ト を、 QueryTable ではなく  RowSet
に直接タイプ変換する方が適切な場合があ り ます。 これは、 sql タグと スク リプ ト変
数を併用する場合の共通のシナ リオです。この例では getObject が使用されています
が、 RowSet には異なるオブジェク ト  タイプを使用するほかの多くの getter メ ソ ッ ド
があ り ます。

• 次に示すよ うに param タグで QueryTable または RowSet にタイプ変換します。
<jrun:param id="result" type="QueryTable"/>

または

<jrun:param id="result" type="javax.sql.RowSet"/>

• 結果セッ ト をループ化します。

<jrun:foreach group='<%=result%>'>

<%= result.getObject("column1") %><br>

<%= result.getObject("column2") %><br>

</jrun:foreach>

次の表では、 開発者が sql クエ リ結果で一般的に使用する メ ソ ッ ドについて説明して
います。  

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

next() Boolean TRUE の場合、 結果セッ トで次の行を取得します。
getObject(int) Object インデッ クス番号によって列を取得します。

getObject(String) Object 名前によって列を取得します。

get(int) String インデッ クス番号によって列を取得します。 この

QueryTable メ ソッ ド は下位互換性のために用意さ
れているので、 同じ機能を持つ getObject(int)
の使用をお勧めします。

get(String) String 名前によって列を取得します。 この QueryTable
メ ソ ッ ドは下位互換性のために用意されているの

で、 同じ機能を持つ getObject(String) の使用
をお勧めします。
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RowSet には、 QueryTable の専用メ ソ ッ ド と同じ標準メ ソ ッ ドが用意されています。
ただし、 次の機能を実行するには QueryTable を使用する必要があ り ます。 

• テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化 : RowSet と は異なり 、 QueryTable では、 テーブルをチェー
ン化して、 複数の結果セッ ト を返すデータベース  クエ リがサポート されます。 こ
の機能は、 複数の行セッ ト を返すクエ リがデータベース  ド ラ イバでサポート され
ている場合にのみ有効であ り、 sql タグでこの機能を使用します。

• 更新回数更新回数更新回数更新回数 : QueryTable getUpdateCount メ ソ ッ ドによってデータベースの更新回
数を取得できます。

• 拡張拡張拡張拡張 next メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド  : QueryTable next メ ソ ッ ドを呼び出すたびに、Object 配列と
してフ ィールド値を使用できます。 そのため、 RowSet を扱う と きに各値について
getObject を呼び出す必要はあ り ません。 

次の表は、 関連する  allaire.taglib.QueryTable メ ソ ッ ドの一覧です。 

前提条件前提条件前提条件前提条件 Web アプリ ケーシ ョ ンで sql タグを使用する前に、 JDBC データ  ソースを使用可能に
する必要があ り ます。 JDBC データ  ソース  オブジェク トに接続するには (sql 構文 2)、
JRun で JDBC データ  ソースをセッ ト アップする必要があ り ます。 詳細については、
『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化

nextTable() Table 結果セッ ト  チェーンで次のテーブルを取
得します。

previousTable() Table 結果セッ ト  チェーンで前のテーブルを取
得します。

firstTable() Table 結果セッ ト  チェーンで最初のテーブルを
取得します。

lastTable() Table 結果セッ ト  チェーンで最後のテーブルを
取得します。

setNextTable(Table rs) なし 結果セッ ト  チェーンで次のテーブルを設
定します。

setPreviousTable(Table rs) なし 結果セッ ト  チェーンで前のテーブルを設
定します。

更新回数更新回数更新回数更新回数

getUpdateCount() Int データベース更新回数を取得します。

拡張拡張拡張拡張 next メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド

next() Boolean TRUE の場合、テーブルの次の行を取得し
ます。 フ ィールド値は Object 配列で使用
できます。



14 第 2 章 JRun タグ

taglib.book  Page 14  Friday, July 27, 2001  5:43 PM
例例例例 この JSP は、 sql タグの 3 種類の使用方法と、 クエ リ結果の表示方法を示しています。

<%@ page import="java.sql.*,javax.sql.*,allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>sql Tag Example</title></head><body>
<%--
sql タグの構文タグの構文タグの構文タグの構文 1 フォームを使用する前に、フォームを使用する前に、フォームを使用する前に、フォームを使用する前に、 JDBC 接続オブジェク ト を作成する必要があり接続オブジェク ト を作成する必要があり接続オブジェク ト を作成する必要があり接続オブジェク ト を作成する必要があり

ます。ます。ます。ます。
--%>
<%
Class.forName("sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver").newInstance();
Connection con =
DriverManager.getConnection("jdbc:odbc:DBNAME", "username",
"password");
%>
<%--
(sql 構文構文構文構文 1) JDBC 接続オブジェク ト を使用してデータ接続オブジェク ト を使用してデータ接続オブジェク ト を使用してデータ接続オブジェク ト を使用してデータ ソースに接続し、ソースに接続し、ソースに接続し、ソースに接続し、 SQL ステート メステート メステート メステート メ

ン ト を実行します。ン ト を実行します。ン ト を実行します。ン ト を実行します。
--%>
<jrun:sql connection="<%= con %>" id="q1">
select * from Table1
</jrun:sql>

<%--
(sql 構文構文構文構文 2) JDBC データデータデータデータ ソースソースソースソース (java:comp/env/jdbc/dsn1) を使用してデータを使用してデータを使用してデータを使用してデータ 

ソースを検索し、ソースを検索し、ソースを検索し、ソースを検索し、 SQL ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。

--%>
<jrun:sql datasrc="dsn1" id="q2">
select * from Table1
</jrun:sql>

<%--
(sql 構文構文構文構文 3) JDBC ド ライバド ライバド ライバド ライバ クラスとデータベースへのクラスとデータベースへのクラスとデータベースへのクラスとデータベースへの URL を指定することによってデーを指定することによってデーを指定することによってデーを指定することによってデー

タタタタ ソースに接続し、ソースに接続し、ソースに接続し、ソースに接続し、 SQL ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。

--%>
<jrun:sql driver="sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver"
url="jdbc:odbc:DBNAME" id="q3">
select * from Table1
</jrun:sql>

<%--
param タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、 sql タグによって返されるオブジェク ト をタグによって返されるオブジェク ト をタグによって返されるオブジェク ト をタグによって返されるオブジェク ト を 

javax.sql.RowSet にタイプ変換します。にタイプ変換します。にタイプ変換します。にタイプ変換します。 getObject メ ソ ッ ドをメ ソ ッ ドをメ ソ ッ ドをメ ソ ッ ドを

使用してクエリ結果からデータベース列を取得します。使用してクエリ結果からデータベース列を取得します。使用してクエリ結果からデータベース列を取得します。使用してクエリ結果からデータベース列を取得します。
--%>
<jrun:param id="q3" type="javax.sql.RowSet"/>
<jrun:foreach group="<%= q3 %>">
<%= q3.getObject("id") %><br>
<%= q3.getObject("lastname") %><br>
<%= q3.getObject("firstname") %><br>
</jrun:foreach>
<%--
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java:comp/env/jdbc/db1a を使用してデータを使用してデータを使用してデータを使用してデータ ソースを検索し、 複数の結果セッ ト を返すソースを検索し、 複数の結果セッ ト を返すソースを検索し、 複数の結果セッ ト を返すソースを検索し、 複数の結果セッ ト を返す 
SQL ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。 param タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、 sql タタタタ
グによって返されるオブジェク ト をグによって返されるオブジェク ト をグによって返されるオブジェク ト をグによって返されるオブジェク ト を QueryTable にタイプ変換します。 最初の結にタイプ変換します。 最初の結にタイプ変換します。 最初の結にタイプ変換します。 最初の結

果セッ ト をループ化し、果セッ ト をループ化し、果セッ ト をループ化し、果セッ ト をループ化し、 getObject メ ソ ッ ドを使用してデータベース列を取得しメソ ッ ドを使用してデータベース列を取得しメソ ッ ドを使用してデータベース列を取得しメソ ッ ドを使用してデータベース列を取得し

ます。ます。ます。ます。 nextTable メ ソ ッ ドを使用して次の結果セッ トにループ化します。メ ソ ッ ドを使用して次の結果セッ トにループ化します。メ ソ ッ ドを使用して次の結果セッ トにループ化します。メ ソ ッ ドを使用して次の結果セッ トにループ化します。

--%>
<jrun:sql datasrc="db1a" id="result1"> 
select * from tablex
select * from table2
select * from table3 
select * from table4 
</jrun:sql> 
<jrun:param id="result1" type="QueryTable"/> 
<% do { %> 
<jrun:foreach group="<%= result1 %>"> 
<%= result1.getObject("name") %><br> 
<%= result1.getObject("amount") %><br> 
</jrun:foreach> 
<% } while ((result1 = (QueryTable)result1.nextTable()) != null); %>
</body></html>



16 第 2 章 JRun タグ

taglib.book  Page 16  Friday, July 27, 2001  5:43 PM
sqlparam

説明説明説明説明 sql タグと併用して SQL ステート メン ト を動的に構築します。

使用法使用法使用法使用法 このタグは、 テキス ト形式の表示がないオブジェク ト を  sql タグ本文にネス ト された
SQL ステート メン トに挿入する必要がある場合に非常に便利です。

構文構文構文構文 <jrun:sqlparam
value="SQL parameter"
[sqltype="SQL type"]
[scale="number of digits after decimal"]

/>

属性属性属性属性 value
必須。 java.lang.Object を取り ます。

SQL パラ メータ値。

sqltype
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

SQL データ  タイプ。 value 属性を  null と して指定する場合は、 必ず sqltype を
指定してください。

sqlparam でサポート される整数値は、java.sql.Types のサポート対象の SQL タ
イプを基準にしています。 文字列を指定した場合は、 java.sql.Types のいずれ
かの定数文字列である必要があ り ます。 有効な文字列値は次のとおりです。 

scale
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。 

小数点以下の桁数。 sqltype が NUMERIC または DECIMAL の場合にのみ有効です。

ARRAY
BIGINT
BINARY
BIT
BLOB
CHAR
CLOB
DATE
DECIMAL

DISTINCT
DOUBLE
FLOAT
INTEGER, JAVA_OBJECT
LONGVARBINARY
LONGVARCHAR
NULL
NUMERIC
OTHER

REAL
REF
SMALLINT
STRUCT
TIME
TIMESTAMP
TINYINT
VARBINARY
VARCHAR
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例例例例 この JSP は、 sql タグ内での sqlparam タグの使用方法を示しています。

<%@ page import=allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head>title>sqlparam Tag Example</title></head><body>
<%--
JDBC ド ライバド ライバド ライバド ライバ クラスとデータベースへのクラスとデータベースへのクラスとデータベースへのクラスとデータベースへの URL を指定することによってデータを指定することによってデータを指定することによってデータを指定することによってデータ ソースに接ソースに接ソースに接ソースに接

続し、 次に続し、 次に続し、 次に続し、 次に sqlparam 値を指定します。値を指定します。値を指定します。値を指定します。

--%>
<jrun:sql driver="sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver"
url="jdbc:odbc:DBNAME" id="result">
select * from Table1 where id = <jrun:sqlparam value="<%= “param1" %>"/>
</jrun:sql>

</body></html>



18 第 2 章 JRun タグ

taglib.book  Page 18  Friday, July 27, 2001  5:43 PM
storedproc

説明説明説明説明 囲まれたス ト アド  プロシージャを指定の JDBC データ  ソースに送信して、データベー
スの操作を実行します。

使用法使用法使用法使用法 storedproc タグが transaction タグの本文にネスト されている場合、 storedproc タ
グが ト ランザクシ ョ ンの構成部分とな り、 storedproc 動作を完了できるかど うかは
その ト ラ ンザ ク シ ョ ンの全動作に よ って決ま り ます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ン内の

storedproc、sendmsg、getmsg などのすべての動作が完了する と、変更がすべて保存
されます。すべての動作が完了しない場合は、例外が発生し、変更がロール バッ ク さ
れます。

storedproc タグを  param および foreach タグと併用する と、 JSP にクエ リの結果を
表示できます。storedproc タグを  query2xml および xslt タグと併用する と、 クエ リ
の結果を  XML に変換した後に、XML を HTML に変換して JSP に表示するこ と もでき
ます。

storedproc タグ内で sqlparam タグを使用する と、 IN パラ メータ渡し と して扱われま
す。 procparam タグを使用する と、 OUT/INOUT パラ メータ渡し と して扱われます。

storedproc タグでは、 次のセクシ ョ ンで説明しているよ うに 3 種類の構文がサポー
ト されています。 次の構文 2 に示すよ うに、 接続プールは、 JDBC データ  ソース  オブ
ジェク ト の名前を指定した場合にサポート されます。 JRun 管理者は、 接続プールのサ
ポート を使用してデータ  ソース  オブジェク ト をあらかじめ定義し、 Web アプリ ケー
シ ョ ンのパフォーマンスを最大限に高める必要があ り ます。 詳細については、 『JRun
セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

構文構文構文構文 1 JDBC 接続オブジェク トによってデータ  ソースに接続します。

<jrun:storedproc
connection="<%= connection name %>"
[fetchsize="number of rows"]
[timeout="time in seconds"]
[maxrows="number of rows"]
[id="scripting variable name"]
[scope="page|request|session|application"]>
{call stored_procedure_name(
optional <jrun:sqlparam/>
optional <jrun:procparam/>
)}

</jrun:storedproc>

属性属性属性属性 connection
必須。 java.sql.Connection または java.lang.String を取り ます。

JDBC 接続オブジェ ク ト名。 文字列を指定する と、 connection オブジェ ク ト は
pageContext オブジェク ト 内にあると仮定されます。storedproc タグには、JDBC
接続オブジェク トがあるため、 このタグを閉じなくても接続オブジェク トが返さ
れます。 
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fetchsize
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

行の追加が必要なと きにデータベースから取り込まれる行数。

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

タグがクエ リ を待つ秒数を設定します。 この制限を超える と例外が発生します。

maxrows
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

いずれかのクエ リ  オブジェ ク ト に含める こ とができる最大行数の制限を設定し
ます。 この制限を超える と、 超過した行が自動的に削除されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。ス ト アド  プロシージャが結果セッ
ト を返さない場合や更新回数が重要ではない場合は、 この属性を省略できます。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

構文構文構文構文 2 JDBC データ  ソース  オブジェク トによってデータ  ソースに接続します。

<jrun:storedproc
datasrc="data source name"
[fetchsize="number of rows"]
[timeout="time in seconds"]
[maxrows="number of rows"]
[id="variable name"]
[scope="page|request|session|application"]
[username="user name"]
[password="password"]>
{call stored_procedure_name(
optional <jrun:sqlparam/>,
optional <jrun:procparam/>
)}

</jrun:storedproc>

属性属性属性属性 datasrc
必須。 javax.sql.DataSource または java.lang.String を取り ます。

JDBC データ  ソース  オブジェ ク ト名。 文字列を指定する と、 "java:comp/env/

jdbc/[datasrc]" で JNDI 検索 (ルッ クアップ ) を実行する こ とで、 データ  ソー
ス  オブジェク トが取得できる と仮定されます。

分散型ト ランザクショ ンの一部と して  transaction タグの本文で storedproc タ
グを使用するには、この属性をタイプ java.lang.String にする必要があ り ます。



20 第 2 章 JRun タグ

taglib.book  Page 20  Friday, July 27, 2001  5:43 PM
fetchsize
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

行の追加が必要なと きにデータベースから取り込まれる行数。 

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

タグがクエ リ を待つ秒数を設定します。 この制限を超える と例外が発生します。

maxrows
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

いずれかのクエ リ  オブジェ ク ト に含める こ とができる最大行数の制限を設定し
ます。 この制限を超える と、 超過した行が自動的に削除されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。ス ト アド  プロシージャが結果セッ
ト を返さない場合や更新回数が重要ではない場合は、 この属性を省略できます。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

username
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

データ  ソースにアクセスするためのユーザ名。

password
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

データ  ソースにアクセスするためのパスワード。

構文構文構文構文 3 JDBC ド ライバ ク ラス とデータベース  URL を使用してデータ  ソースに接続します。

<jrun:storedproc
driver="JDBC driver class"
url="JDBC URL"
[fetchsize="number of rows"]
[timeout="time in seconds"]
[maxrows="number of rows"]
[id="variable name"]>
{call stored_procedure_name(
optional <jrun:sqlparam/>,
optional <jrun:procparam/>
)}

</jrun:storedproc>

属性属性属性属性 driver
必須。 java.lang.String を取り ます。

JDBC ド ライバのク ラス名。
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url
必須。 java.lang.String を取り ます。

データベースへの JDBC URL。

fetchsize
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

行の追加が必要なと きにデータベースから取り込まれる行数。 

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

タグがクエ リ を待つ秒数を設定します。 この制限を超える と例外が発生します。

maxrows
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

いずれかのクエ リ  オブジェ ク ト に含める こ とができる最大行数の制限を設定し
ます。 この制限を超える と、 超過した行が自動的に削除されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。 SQL ステート メン トが結果セッ ト
を返さない場合や更新回数が重要ではない場合は、 この属性を省略できます。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

username
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

データ  ソースにアクセスするためのユーザ名。

password
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

データ  ソースにアクセスするためのパスワード。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定した場合、storedproc タグによって返される結果セッ トは pageContext オ
ブジェク ト に allaire.taglib.QueryTable のインスタンス と して格納されます。 返
されるオブジェク トのスコープは、タグの scope によって決ま り、その既定値は page
です。 param タグを使用してこのオブジェク トのスク リプ ト変数を宣言する と、 定義
されたスコープ内でその変数を暗黙オブジェク トのよ うに使用できます。

QueryTable には javax.sql.RowSet インターフェイスが実装されています。 このイ
ンターフェ イスによって java.sql.ResultSet が拡張されます。 sql、 storedproc、

getmsg、 getmail、 および jndi タグを使用する前に、 javax.sql.RowSet および
java.sql.ResultSet について把握しておく こ と をお勧めします。 詳細については、
次の URL にある  JDBC API のマニュアルを参照して ください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/index.html
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この特定の RowSet 実装は接続解除されて読み取り専用になるため、 メ ソ ッ ドを呼び
出してデータベースへの接続や書き込みを行う こ と はできません。 QueryTable では、
バイ ト配列と して BLOB (Binary Large Object)、 文字配列と して CLOB (Character
Large Object) を返します。

JDBC API を熟知しているユーザは、 storedproc 結果セッ ト を、 QueryTable ではな
く  RowSet に直接タイプ変換する方が適切な場合があ り ます。これは、sql タグと スク
リプ ト変数を併用する場合の共通のシナ リオです。この例では getObject が使用され
ていますが、 RowSet には異なるオブジェク ト  タ イプを使用するほかの多 くの getter
メ ソ ッ ドがあ り ます。

• 次に示すよ うに param タグで QueryTable または RowSet にタイプ変換します。
<jrun:param id="result" type="QueryTable"/>

または

<jrun:param id="result" type="javax.sql.RowSet"/>

• 結果セッ ト をループ化します。

<jrun:foreach group='<%=result%>'>

<%= result.getObject("column1") %><br>

<%= result.getObject("column2") %><br>

</jrun:foreach>

次の表では、storedproc クエ リ結果で最も一般的に使用される  RowSet メ ソ ッ ドにつ
いて説明しています。 

RowSet には、 QueryTable の専用メ ソ ッ ド と同じ標準メ ソ ッ ドが用意されています。
ただし、 次の機能を実行するには QueryTable を使用する必要があ り ます。 

• テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化 : RowSet とは異なり、QueryTable では、テーブルをチェー
ン化して、 複数の結果セッ ト を返すデータベース  クエ リがサポート されます。 こ
の機能は、 複数の行セッ ト を返すクエ リがデータベース  ド ラ イバでサポート され
ている場合にのみ有効であ り、 storedproc タグでこの機能を使用します。

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

next() Boolean TRUE の場合、 結果セッ トで次の行を取得します。
getObject(int) Object インデックス番号によって列を取得します。

getObject(String) Object 名前によって列を取得します。

get(int) String インデ ッ クス番号によって列を取得します。 この

QueryTable メ ソ ッ ドは下位互換性のために用意さ
れているので、 同じ機能を持つ getObject(int) の
使用をお勧めします。

get(String) String 名前によって列を取得します。 この QueryTable メ
ソ ッ ドは下位互換性のために用意されているので、

同じ機能を持つ getObject(String) の使用をお勧
めします。
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• 更新回数更新回数更新回数更新回数 : QueryTable getUpdateCount メ ソ ッ ドによってデータベースの更新回
数を取得できます。

• 拡張拡張拡張拡張 next メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド : QueryTable next メ ソ ッ ドを呼び出すたびに、Object 配列と
してフ ィールド値を使用できます。 そのため、 RowSet を扱う と きに各値について
getObject を呼び出す必要はあ り ません。 

次の表は、 関連する  allaire.taglib.QueryTable メ ソ ッ ドの一覧です。

前提条件前提条件前提条件前提条件 Web アプリ ケーシ ョ ンで storedproc タグを使用する前に、 JDBC データ  ソースを使
用可能にする必要があ り ます。 JDBC データ  ソース  オブジェ ク ト に接続するには
(storedproc 構文 2)、 JRun で JDBC データ  ソースをセッ ト アップする必要があ り ま
す。 詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

例例例例 この JSP は、 JDBC データ  ソース  オブジェク ト と  storedproc タグを併用する方法を
示しています。 データ  ソースへの接続およびクエ リ結果の表示の例については、 sql

の例を参照してください。

<%@ page import="java.sql.*,javax.sql.*,allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>storedproc Tag Example</title></head><body>
<%--

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化テーブルのチェーン化

nextTable() Table 結果セッ ト  チェーンで次のテーブルを取得
します。

previousTable() Table 結果セッ ト  チェーンで前のテーブルを取得
します。

firstTable() Table 結果セッ ト  チェーンで最初のテーブルを取
得します。

lastTable() Table 結果セッ ト  チェーンで最後のテーブルを取
得します。

setNextTable(Table rs) なし 結果セッ ト  チェーンで次のテーブルを設定
します。

setPreviousTable(Table rs) なし 結果セッ ト  チェーンで前のテーブルを設定
します。

更新回数更新回数更新回数更新回数

getUpdateCount() Int データベース更新回数を取得します。

拡張拡張拡張拡張 next メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド

next() Boolean TRUE の場合、テーブルで次の行を取得しま
す。フ ィールド値は Object 配列で使用でき
ます。
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JDBC データデータデータデータ ソースソースソースソース (java:comp/env/jdbc/db3a) を使用してデータを使用してデータを使用してデータを使用してデータ ソースを検索し、ソースを検索し、ソースを検索し、ソースを検索し、

ス トアドス トアドス トアドス トアド プロシージャを実行します。プロシージャを実行します。プロシージャを実行します。プロシージャを実行します。

--%>
jrun:storedproc datasrc="db3a" id="result">
{call sp_get_all_client_account}
</jrun:storedproc>
<%--
結果セッ ト を表示します。結果セッ ト を表示します。結果セッ ト を表示します。結果セッ ト を表示します。
--%>
<%= pageContext.getAttribute("result") %>
</body></html>
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procparam

説明説明説明説明 storedproc タグと併用してスト アド  プロシージャを動的に構築します。storedproc タ
グで procparam タグを使用すると 、 OUT/INOUT パラメ ータ渡しと して扱われます。

構文構文構文構文 <jrun:procparam
id="variable name"
[value="stored procedure parameter"]
[scope="page|request|session|application"]
[sqltype="SQL type"]
[scale="number of digits after decimal"]

/>

属性属性属性属性 id
必須。 java.lang.String を取り ます。

パラ メータの value のスク リプ ト変数名。

value
オプシ ョ ン。 java.lang.Object を取り ます。

ス ト アド  プロシージャ  パラ メータ値。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

パラ メータの既定の JSP スコープ。有効な値は、 page、 request、 session、 およ
び application です。 既定値は page です。

sqltype
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

procparam が、 java.sql.Types でサポート されている  SQL タイプを基準にして
いる整数値。 文字列を指定した場合は、 java.sql.Types のいずれかの定数文字
列である必要があ り ます。 有効な文字列値は次のとおりです。

scale
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。 

小数点以下の桁数。 sqltype が NUMERIC または DECIMAL の場合にのみ有効です。

ARRAY
BIGINT
BINARY
BIT
BLOB
CHAR
CLOB
DATE
DECIMAL

DISTINCT
DOUBLE
FLOAT
INTEGER, JAVA_OBJECT
LONGVARBINARY
LONGVARCHAR
NULL
NUMERIC
OTHER

REAL
REF
SMALLINT
STRUCT
TIME
TIMESTAMP
TINYINT
VARBINARY
VARCHAR
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例例例例 この JSP は、 procparam タグを  storedproc タグと併用する方法を示しています。

<%@ page import="java.sql.*,javax.sql.*,allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>procparam Tag Example</title></head><body>
<%--
JDBC データデータデータデータ ソースソースソースソース (java:comp/env/jdbc/db3a) を使用してデータを使用してデータを使用してデータを使用してデータ ソースを検索し、ソースを検索し、ソースを検索し、ソースを検索し、

sqlparam およびおよびおよびおよび procparam タグが含まれているタグが含まれているタグが含まれているタグが含まれている storedproc タグを使用してス トアドタグを使用してス トアドタグを使用してス トアドタグを使用してス トアド 
プロシージャを実行します。プロシージャを実行します。プロシージャを実行します。プロシージャを実行します。
--%>
<jrun:storedproc datasrc="db3a" id="result">
{call sp_add_new_client(
<jrun:sqlparam value="Fiona"/>,
<jrun:sqlparam sqltype="VARCHAR"/>,
<jrun:procparam id="clientId" sqltype="INTEGER"/>
)}
</jrun:storedproc>
<%--
結果セッ ト と結果セッ ト と結果セッ ト と結果セッ ト と clientId を表示します。を表示します。を表示します。を表示します。

--%>
<%= pageContext.getAttribute("result") %><br>
<%= pageContext.getAttribute("clientId") %>
</body>
</html>
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query2xml

説明説明説明説明 テーブル形式データを  XML 形式に単純変換します。

使用法使用法使用法使用法 このタグを使用して、 sql、 getmail、および getmsg 結果を  XML に変換できます。 ク
エリ  オブジェト の文字列に < や & などの分離されたマークアッ プ文字が含まれている
場合、 これらの文字は結果の XML の CDATA セクシ ョ ンに配置されます。 この機能は
HTML マークアップを扱う場合に特に役立ちます。 query2xml タグと  xslt タグを併
用する と、XML データを  HTML やほかの XML ドキュ メン ト  タイプに変換できます。 

構文構文構文構文 <jrun:query2xml
query="query result object name"
[id="variable name"]
[type="TEXT|DOM"]
[scope="page|request|session|application"]
[rootname="table|root XML element name"]
[rowname="row|XML element name for rows"]

/>

属性属性属性属性 query
必須。java.lang.String、java.sql.ResultSet、javax.sql.RowSet を取り ます。

クエ リ結果オブジェク ト名。 文字列を指定する と、 pageContext オブジェク ト内
からクエ リ結果オブジェク ト を見つけるこ とができる と仮定されます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

XML ドキュ メン ト  オブジェク トやリーダー オブジェク ト を参照するスク リプ ト
変数名。 id を指定しない場合、 生成される  XML 出力が呼び出し  JSP に埋め込ま
れます。

type
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグが生成する  XML オブジェク トのタイプ。有効な値は DOM および TEXT で
す。 DOM を指定する と、 org.w3c.dom.Document のインスタンスが作成されます。
TEXT を指定する と、 java.io.BufferedReader のインスタンスが作成されます。
既定値は TEXT です。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

rootname
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

クエ リ  タグ名。 既定値は table です。
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rowname
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

行の XML 要素名。 既定値は row です。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定した場合、 query2xml タグによって返される結果は、 type 属性に従って、
org.w3c.dom.Document または java.io.BufferedReader のインス タンス と して
pageContext オブジェク トに格納されます。返されるオブジェク トのスコープは、 タ
グの scope によって決ま り、 その既定値は page です。

例例例例 この JSP は、 query2xml タグを使用してクエ リ結果を  XML 形式に変換する方法を示
しています。

<%@ page contentType"text/xml" %>
<?xml version="1.0"?>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<%--
JDBC ド ライバド ライバド ライバド ライバ クラスとデータベースへのクラスとデータベースへのクラスとデータベースへのクラスとデータベースへの URL を指定することによってデータを指定することによってデータを指定することによってデータを指定することによってデータ ソースに接ソースに接ソースに接ソースに接

続し、続し、続し、続し、 SQL ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。ステート メン ト を実行します。

--%>
<jrun:sql driver="sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver"
url="jdbc:odbc:DBNAME" id="rs">
select * from Table1
</jrun:sql>
<%--
データベースデータベースデータベースデータベース クエリ結果をクエリ結果をクエリ結果をクエリ結果を XML に変換します。に変換します。に変換します。に変換します。

--%>
<jrun:query2xml query="rs" />
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xslt

説明説明説明説明 Extensible Stylesheet Language Transformations (XSLT) を使用して、XML 形式のデー
タを  HTML 形式やほかの XML 形式に変換します。 

このタグは、 query2xml 変換の結果を動的に HTML に変換する際に有用です。

構文構文構文構文 1 囲まれた XML 入力を使用して XSL 変換を実行します。

<jrun:xslt
xsl="URL to stylesheet"
[id="variable name"]
[scope="page|request|session|application"]>
XML input

</jrun:xslt>

属性属性属性属性 xsl
必須。 java.lang.String、 java.net.URL を取り ます。

XSL ファ イルへの URL。 文字列を使用して次のよ うに指定できます。

• 絶対 URL (/..)

• このタグの使用するページに対する相対 URL

• 絶対 URL (http://..)
移植性を高めるために、 java.net.URL オブジェク ト を指定して絶対 URL を使用
するこ と もできます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

XSL 変換出力を参照するスク リプ ト変数名。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 または application です。 既定値は page です。

構文構文構文構文 2 URL から  XML 入力を取得して XSL 変換を実行します。

<xslt
xml="URL to XML file"
xsl="URL to stylesheet"
[id="scripting variable name"]
[scope="page|request|session|application"]

/>
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属性属性属性属性 xml
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

XML ファ イルへの URL。文字列を使用して絶対 URL (/..)、 このタグが使用され
ているページからの相対 URL あるいは、完全な URL (http://..) を指定するこ とが
できます。 移植性を高めるために、 java.net.URL オブジェ ク ト を指定して絶対
URL を使用するこ と もできます。

xsl
必須。 java.lang.String を取り ます。

XSL ファ イルへの URL。 文字列を使用して絶対 URL (/..)、 このタグが使用され
ているページからの相対 URL あるいは、 完全な  URL (http://..) を指定するこ とが
できます。 移植性を高めるために、 java.net.URL オブジェ ク ト を指定して絶対
URL を使用するこ と もできます。

id
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

変換出力名。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 または application です。 既定値は page です。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定した場合、xslt タグによって返される結果は、java.io.BufferedReader の
インスタンス と して pageContext オブジェク ト に格納されます。 返されるオブジェク
トのスコープは、 タグの scope によって決ま り、 その既定値は page です。

例例例例 この JSP は、 両方のタイプの xslt 構文の使用方法を示しています。 最初に、 構文 1
で、 query2xml 変換の結果を変換する方法を示します。 次に、 構文 2 で、 参照される
XSL ファ イルを使用して参照される  XML ファ イルを変換する方法を示します。 

<%@ page import="java.sql.*,javax.sql.*,allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>xslt Tag Example</title></head><body>
<%--
(xslt 構文構文構文構文 1) xslt タグを使用してタグを使用してタグを使用してタグを使用して query2xml 変換の結果を変換します。変換の結果を変換します。変換の結果を変換します。変換の結果を変換します。

--%>
<jrun:sql driver="sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver"
url="jdbc:odbc:DBNAME" id="rs">
select * from Table1
</jrun:sql>
<jrun:xslt xsl="format.xsl">
<jrun:query2xml query="rs"/>
</jrun:xslt>
<%--
(xslt 構文構文構文構文 2) xslt タグを使用してタグを使用してタグを使用してタグを使用して XML ファイルを変換します。ファイルを変換します。ファイルを変換します。ファイルを変換します。

--%>
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<jrun:xslt xml="test.xml"xsl="format.xsl"/>

</body></html>
-----------------------------

次の例は、 名前および量の列が含まれている結果セッ トについて、 xslt タグと併用で
きる簡単な XSL ファ イルです。

<xsl:stylesheet xmlns:xsl=
"http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" version="1.0">
<xsl:output method="html"/>
<xsl:template match="table">
<table border="1" width="250">
<tr><th>Name</th><th>Amount</th></tr>
<xsl:apply-templates/>
</table>
</xsl:template>
<xsl:template match="row">
<tr><xsl:apply-templates/></tr>
</xsl:template>
<xsl:template match="name">
<td><xsl:apply-templates/></td>
</xsl:template>
<xsl:template match="amount">
<td><xsl:apply-templates/></td>
</xsl:template>
</xsl:stylesheet>
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sendmsg

説明説明説明説明 Java Message Service (JMS) を使用して、囲まれたテキス ト  メ ッセージを送信します。

sendmsg タグの本文内にフロー制御タグをネス ト して、テキス ト  メ ッセージを動的に
構築できます。 sendmsg タグに msgparam タグをネス ト して、 追加のメ ッセージ プロ
パティを指定するこ と もできます。sendmsg タグが transaction タグ内にネス ト され
ている場合、 sendmsg タグが ト ランザクシ ョ ンの構成部分とな り、 sendmsg 動作を完
了できるかど うかはそのト ランザクシ ョ ンの全動作によって決ま り ます。 ト ランザク
シ ョ ン内の sql、 sendmsg、 getmsg などのすべての動作が完了する と、 変更がすべて
保存されます。すべての動作が完了しない場合は、例外が発生し、変更がロール バッ
ク されます。

メモメモメモメモ

sendmsg タグは、 ポイン ト ツーポイン トのメ ッセージにのみ使用されます。

sendmsg タグでは、 JMS QueueConnectionFactory および JNDI 検索 (ルッ クアップ )
による  JMS メ ッセージ キューを使用します。 JMS 接続プールが指定されます。 JRun
管理者は、 Web アプリ ケーシ ョ ンで使用する メ ッセージ キュー オブジェク ト をあら
かじめ定義しておく必要があ り ます。 詳細については、 33ページの 「前提条件」 セク
シ ョ ンを参照してください。

構文構文構文構文 <jrun:sendmsg
msgsrc="message queue connection factory"
queue="message queue"
[username="user"]
[password="password"]
[delivery="PERSISTENT|NON_PERSISTENT"]
[priority="integer"]
[expire="never|time in milliseconds"]>
オプシ ョ ン <jrun:msgparam/> のある電子メール メ ッセージ本文

</jrun:sendmsg>

属性属性属性属性 msgsrc
必須。 java.lang.String または javax.jms.QueueConnectionFactory を取 り
ます。

メ ッセージのソースである メ ッセージ QueueConnectionFactory。 文字列を指定
する と、"java:comp/env/jms/[msgsrc]" で JNDI 検索 (ルッ クアップ ) を実行す
るこ とで、 QueueConnectionFactory が取得できる と仮定されます。
QueueConnectionFactory オブジェク ト を既定の InitialContext から取得でき
ない場合は、jndi タグを使用して別の InitialContext を検索してファ ク ト リ を
見つける必要があ り ます。 詳細については、 「jndi」 53ページセクシ ョ ンを参照
してください。
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queue
必須。 属性と して、 java.lang.String または javax.jms.Queue を取り ます。

メ ッセージ キュー オブジェ ク ト 。 文字列を指定する と、 "java:comp/env/jms/

[queue]" で JNDI 検索 (ルックアップ ) を実行するこ と で、 キューが取得できると
仮定されます。 Queue オブジェク ト を既定の InitialContext から取得できない
場合は、jndi タグを使用して別の InitialContext を検索してキューを見つける
必要があ り ます。 詳細については、 「jndi」 53ページセクシ ョ ンを参照して くだ
さい。

username
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

メ ッセージ キュー認証のためのユーザ名。

password
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

メ ッセージ キュー認証のためのパスワード。

delivery
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

メ ッセージ配信モード 。有効な値は PERSISTENT と   NON_PERSISTENT です。既定値
は PERSISTENT です。

priority
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

メ ッセージの優先レベル。

expire
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Long、 または long を取り ます。

メ ッセージが期限切れになるまでの時間間隔 ( ミ リ秒単位 )。既定では期限はあ り
ません。

前提条件前提条件前提条件前提条件 sendmsg および getmsg タグを使用するには、 EJB および JMS オプシ ョ ンを含む完全
な JRun インス トールを実行する必要があ り ます。 ユーザ独自のメ ッセージ キューを
指定する場合は、 JRun サーバーの local.properties ファ イルを編集して、次のエン
ト リ を加えます。

jms.queue.[your queue name].description=[description]
jms.queue.[your queue name].display-name=[displayname in JMC]

例例例例 この JSP は、 sendmsg タグの最も一般的な使用方法を示しています。通常、 Web アプリ
ケーショ ンでは、 JNDI 検索 (ルッ クアップ ) を実行して  JMS QueueConnectionFactory
を取得する必要があり ます。また、同じアプローチで JMS メ ッセージ キュー オブジェ
ク ト の事前定義を取得する必要もあり ます。 param タグと  jndi タグはこれらの分散オ
ブジェク トの取得に使用されます。
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まず、 param タグを使用して、 JMS QueueConnectionFactory と  JMS メ ッセージ
キューを保持するスク リプ ト変数を宣言します。 次に jndi タグを使用してオブジェ
ク ト を見つけます。 最後に、 sendmsg タグが JNDI から返されるオブジェ ク ト を使用
してメ ッセージ送信動作を実行します。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>sendmsg Tag Example</title></head><body>
<%--
java:comp/env/jms/QueueConnectionFactory を使用してを使用してを使用してを使用して 

QueueConnectionFactory を検索し、を検索し、を検索し、を検索し、 java:comp/env/jms/Queue1 をををを
使用してキューを検索します。使用してキューを検索します。使用してキューを検索します。使用してキューを検索します。

--%>
<jrun:sendmsg msgsrc="QueueConnectionFactory" queue="Queue1">
This is a text message.
</jrun:sendmsg>

<%--
フ ァク ト リ とキューが既定のファク ト リ とキューが既定のファク ト リ とキューが既定のファク ト リ とキューが既定の InitialContext で見つからない場合は、で見つからない場合は、で見つからない場合は、で見つからない場合は、 jndi タグを使用しタグを使用しタグを使用しタグを使用し

て検索できます。て検索できます。て検索できます。て検索できます。
--%>
<jrun:jndi action="lookup"
name="java:comp/env/jms/QueueConnectionFactory" id="f"/>
<jrun:jndi name="java:comp/env/jms/Queue1" id="q"/>

<jrun:sendmsg msgsrc="<%= page.getAttribute("f") %>"
queue="<%= page.getAttribute("q") %>">
This is a text message.
</jrun:sendmsg>
</body></html>
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msgparam

説明説明説明説明 sendmsg タグと併用して JMS メ ッセージのプロパティを指定します。

構文構文構文構文 <jrun:msgparam
name="name"
value="value"

/>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.Object を取り ます。

JMS メ ッセージ プロパティ名。

value
必須。 java.lang.String を取り ます。

JMS メ ッセージ プロパティ値。

例例例例 この JSP は、 sendmsg タグでの msgparam タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="java.sql.*,javax.sql.*,allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>msgparam Tag Example</title></head><body>
<%--
sendmsg タグ内のタグ内のタグ内のタグ内の msgparam タグにあるタグにあるタグにあるタグにある foo という名前のメ ッセージという名前のメ ッセージという名前のメ ッセージという名前のメ ッセージ パラ メータを指定パラ メータを指定パラ メータを指定パラ メータを指定

します。します。します。します。
--%>
<jrun:sendmsg msgsrc="QueueConnectionFactory" queue="Queue1">
<jrun:msgparam name="foo" value="bar"/>
This is a text message.
</jrun:sendmsg>
</body></html>
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getmsg

説明説明説明説明 指定された Java Message Service (JMS) メ ッセージ キューからメ ッセージを取得します。

このタグでは、 JMS メ ッセージ セレクタを表す、 SQL SELECT に囲まれた文字列を使
用して、 getmsg タグで返される メ ッセージ キュー名、 検索条件、 メ ッセージ取得順
序、 メ ッ セージのプロパティ を識別します。 getmsg タグ内でフロー制御タグを使用
し て メ ッセージ セレ ク タ  ステー ト メ ン ト を動的に構築できます。 getmsg タグが
transaction タグの中にある場合、 getmsg タグが ト ランザクシ ョ ンの構成部分とな
り、getmsg 動作を完了できるかど うかはそのト ランザクシ ョ ンの全動作によって決ま
り ます。 ト ランザクシ ョ ン内の sql、 sendmsg、 getmsg などのすべての動作が完了す
る と、変更がすべて保存されます。すべての動作が完了しない場合は、例外が発生し、
変更がロール バッ ク されます。 getmsg タグでは、 allaire.taglib.Transaction イ
ンターフェイスを使用して、 transaction タグにネス ト されているかど うかを確認し
ます。

getmsg タグでは、JMS QueueConnectionFactory および JNDI 検索 (ルッ クアップ ) に
よる  JMS メ ッセージ キューを使用します。 JMS 接続プールが指定されます。 JRun 管
理者は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンで使用する メ ッセージ キュー オブジェク ト をあらか
じめ定義しておく必要があ り ます。 詳細については、 38ページの 「前提条件」 セク
シ ョ ンを参照してください。

JMS メ ッセージ セレク タ文字列はオプシ ョ ンです。 JMS メ ッセージ セレク タの詳細
については、 javax.jms.Message API のマニュアルを参照して ください。

構文構文構文構文 <jrun:getmsg
msgsrc="queue connection factory"
[username="user name"]
[password="password"]
[id="variable name"]
[scope="page|request|session|application"]>
SELECT {プロパテ ィ名のカンマ区切り リス トまたは *}
FROM { メ ッセージ キュー名}
WHERE {JMS 仕様に定義された有効メ ッセージ セレクタ文字列}

</jrun:getmsg>

属性属性属性属性 msgsrc
必須。 java.lang.String または javax.jms.QueueConnectionFactory を取 り
ます。

メ ッセージのソースである メ ッセージ QueueConnectionFactory。 文字列を指定
する と、"java:comp/env/jms/[msgsrc]" で JNDI 検索 (ルッ クアップ ) を実行す
るこ とで、 QueueConnectionFactory が取得できる と仮定されます。
QueueConnectionFactory オブジェク ト を既定の InitialContext から取得でき
ない場合は、jndi タグを使用して別の InitialContext を検索してファ ク ト リ を
見つける必要があ り ます。 詳細については、 「jndi」 53ページセクシ ョ ンを参照
してください。
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username
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

メ ッセージ キュー認証のためのユーザ名。

password
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

メ ッセージ キュー認証に必要なパスワード。

id
必須。 java.lang.String を取り ます。

取得する メ ッセージのスク リプ ト変数名。 param タグを使用してこの名前を持つ
スク リプ ト変数を宣言します。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String または int を取り ます。

このタグによって返されるオブジェ ク ト の既定の JSP ス コープ。 有効な値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定した場合、 getmsg タグによって返される結果セッ ト は pageContext オブ
ジェク トに allaire.taglib.MessageTable のインスタンス と して格納されます。 返
されるオブジェク トのスコープは、タグの scope によって決ま り、その既定値は page
です。 param タグを使用してこのオブジェク トのスク リプ ト変数を宣言する と、 定義
されたスコープ内でその変数を暗黙オブジェク トのよ うに使用できます。

getmsg タグによって返される  allaire.taglib.MessageTable の列は、 メ ッ セージ
プロパティ 名と メ ッ セージ本文の結合を最後の列と して示します。こ の列には、必ず

Message と いう 名前が付いています。 Message は、 byte[]、 Map、 Object、 または

String のいずれかになり ます。 allaire.taglib.MessageTable ク ラ スによ り 、
allaire.taglib.QueryTable ク ラスが拡張されます。 QueryTable には javax.sql.
RowSet インターフェイスが実装されています。このインターフェイスによって java.
sql.ResultSet が拡張されます。 sql、 storedproc、 getmsg、 getmail、 および jndi
タグを使用する前に、 javax.sql.RowSet および java.sql.ResultSet について把握
しておく こ とをお勧めします。詳細については、次の URL にある  JDBC API のマニュ
アルを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/index.html

これは、getmsg タグと スク リプ ト変数を併用する場合の共通のシナ リオです。 この例
では getObject が使用されていますが、 RowSet には異なるオブジェク ト  タイプを使
用するほかの多くの getter メ ソ ッ ドがあ り ます。

• param タグで MessageTable または RowSet にタイプ変換します。
<jrun:param id="result" type="MessageTable"/>

または

<jrun:param id="result" type="javax.sql.RowSet"/>



38 第 2 章 JRun タグ

taglib.book  Page 38  Friday, July 27, 2001  5:43 PM
• 結果セッ ト をループ化します。

<jrun:foreach group='<%=result%>'>

<%= result.getObject("propertyname1") %><br>

<%= result.getObject("message") %><br>

</jrun:foreach>

次の表では、getmsg クエ リ結果セッ トで最も一般的に使用される メ ソ ッ ドについて説
明しています。  

前提条件前提条件前提条件前提条件 sendmsg および getmsg タグを使用するには、 EJB および JMS オプシ ョ ンを含む完全
な JRun インス トールを実行する必要があ り ます。 ユーザ独自のメ ッセージ キューを
指定する場合は、 JRun サーバーの local.properties ファ イルを編集して、次のエン
ト リ を加えます。

jms.queue.[your queue name].description=[description]
jms.queue.[your queue name].display-name=[displayname in JMC]

例例例例 この JSP は、 getmsg タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html>
<head>
<title>getmsg Tag Example</title>
</head>
<body>
<%--
Queue1 という名前のメ ッセージという名前のメ ッセージという名前のメ ッセージという名前のメ ッセージ キューからすべてのメ ッセージを取得します。キューからすべてのメ ッセージを取得します。キューからすべてのメ ッセージを取得します。キューからすべてのメ ッセージを取得します。

<jrun:getmsg msgsrc="QueueConnectionFactory" id="result">
select * from Queue1
</jrun:getmsg>
<%--

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

next() Boolean TRUE の場合、 結果セッ トで次の行を取得します。
getObject(int) Object インデックス番号によって列を取得します。

getObject(String) Object 名前によって列を取得します。

get(int) String インデッ クス番号によ って列を取得します。 この

QueryTable メ ソ ッ ドは下位互換性のために用意さ
れているので、 同じ機能を持つ getObject(int) の
使用をお勧めします。

get(String) String 名前によって列を取得します。 この QueryTable メ
ソ ッ ドは下位互換性のために用意されているので、同

じ機能を持つ getObject(String) の使用をお勧め
します。
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結果セッ ト をループ化し、 メ ッセージ結果セッ ト をループ化し、 メ ッセージ結果セッ ト をループ化し、 メ ッセージ結果セッ ト をループ化し、 メ ッセージ property1 および取得されたメ ッセージのメ ッセージおよび取得されたメ ッセージのメ ッセージおよび取得されたメ ッセージのメ ッセージおよび取得されたメ ッセージのメ ッセージ

本文を表示します。本文を表示します。本文を表示します。本文を表示します。
--%>
<jrun:param id="table" type="MessageTable"/>
<jrun:foreach group="<%= result %>">

<%= result.getObject("propertyname1") %><br>
<%= result.getObject("message") %><br>

</jrun:foreach>
</body>
</html>
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sendmail

説明説明説明説明 マルチパートの電子メール メ ッセージを構築し、それを指定のメール サーバーに送信
します。 

sendmail タグ内でフロー制御タグを使用して、 電子メール本文を動的に構築できま
す。 sendmail タグを  mailparam タグと併用する と、 電子メールの添付ファ イルが組
み込めます。

sendmail タグでは、 2 種類の構文がサポート されます。 1 つめのタイプでは、 ユーザ
がメール サーバー情報を指定できます。 2 つめのタイプでは、Web アプリケーシ ョ ン
で使用する  JavaMail セッシ ョ ン  オブジェ ク ト を JRun 管理者があらかじめ定義して
おく必要があ り ます。 詳細については、 43ページの 「前提条件」 セクシ ョ ンを参照し
てください。

構文構文構文構文 1 指定されたメ ール サーバー プロパティ を使用して電子メ ール メ ッセージを送信します。

<jrun:sendmail
host="host name"
sender="e-mail address"
recipient="e-mail address"
[contentType="MIME type;charset=valid character set"]
[port="port number"]
[timeout="3000|timeout in milliseconds"]
[cc="e-mail address"]
[bcc="e-mail address"]
[subject="message subject"]>
オプシ ョ ン <jrun:mailparam/> のある電子メール メ ッセージ本文

</jrun:sendmail>

属性属性属性属性 host
必須。 属性と して java.lang.String を取り ます。

メール サーバー ホス ト名。

sender
必須。 java.lang.String または javax.mail.internet.InternetAddress を取
り ます。

送信者の電子メール アドレス。

recipient
必須。 java.lang.String、 java.lang.String[]、 java.util.Enumeration、

java.util.Iterator、 javax.mail.internet.InternetAddress、 または

javax.mail.internet.InternetAddress[] を取り ます。

受信者の電子メール ア ドレス。 文字列を指定する と、 sendmail によって、 文字
列がカンマ区切りの電子メール アドレス一覧であるかど うかが確認されます。

contentType
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

電子メール メ ッセージ コンテンツの MIME タイプおよび文字セッ ト。
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port
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

メ ール サーバーのポート 番号。 文字列を指定した場合は、 整数値に解析されます。
既定値は 25 です。

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

メール サーバーのミ リ秒単位のタイムアウ ト値。文字列を指定した場合は、整数
値に解析されます。 既定値は 3000 です。

cc
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.String[]、

java.util.Enumeration、 java.util.Iterator、

javax.mail.internet.InternetAddress、 または 
javax.mail.internet.InternetAddress[] を取り ます。

カーボン コピー (cc) 受信者の電子 メール ア ド レス。 文字列を指定する と、
sendmail によって、 文字列がカンマ区切りの電子メール ア ドレス一覧であるか
ど うかが確認されます。

bcc
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.String[]、

java.util.Enumeration、 java.util.Iterator、

javax.mail.internet.InternetAddress、 または 
javax.mail.internet.InternetAddress[] を取り ます。

ブライン ド  カーボン  コピー (bcc) 受信者の電子メール アドレス。文字列を指定す
る と、 sendmail によって、 文字列がカンマ区切 りの電子メール ア ドレス一覧で
あるかど うかが確認されます。

subject
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

電子メールの件名。

構文構文構文構文 2 指定された JavaMail セッシ ョ ン  オブジェク ト を使用して電子メール メ ッセージを送
信します。

<jrun:sendmail
session="JavaMail session object"
sender="e-mail address"
recipient="e-mail address"
[contentType="mime type;charset=valid character set"]
[cc="e-mail address"]
[bcc="e-mail address"]
[subject="message subject"]>
オプシ ョ ン <jrun:mailparam/> のある電子メール メ ッセージ本文

</jrun:sendmail>
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属性属性属性属性 session
必須。 java.lang.String または javax.mail.Session を取り ます。

JavaMail セッショ ン  オブジェク ト 。文字列を指定すると 、"java:comp/env/mail/
[session]" で JNDI 検索 (ルックアップ ) を実行すること により 、 メ ール セッショ
ン  オブジェク ト が取得できると仮定されます。 セッショ ン  オブジェク ト を既定の
InitialContext から取得できない場合は、 jndi タグを使用して別の
InitialContext からセッシ ョ ンを検索します。詳細については、 「jndi」 53ペー
ジセクシ ョ ンを参照して ください。 通常、 JRun 管理者によって、 JavaMail セッ
シ ョ ン  オブジェク トがあらかじめインス トールされています。

sender
必須。 java.lang.String または javax.mail.internet.InternetAddress を取
り ます。

送信者の電子メール アドレス。

recipient
必須。 java.lang.String、 java.lang.String[]、 java.util.Enumeration、

java.util.Iterator、 javax.mail.internet.InternetAddress、 または 
javax.mail.internet.InternetAddress[] を取り ます。

受信者の電子メール ア ドレス。 文字列を指定する と、 sendmail によって、 文字
列がカンマ区切りの電子メール アドレス一覧であるかど うかが確認されます。

contentType
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

電子メール メ ッセージ コンテンツの MIME タイプおよび文字セッ ト。

cc
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.String[]、

java.util.Enumeration、 java.util.Iterator、

javax.mail.internet.InternetAddress、 または 
javax.mail.internet.InternetAddress[] を取り ます。

カーボン コピー (cc) 受信者の電子 メール ア ド レス。 文字列を指定する と、
sendmail によって、 文字列がカンマ区切りの電子メール ア ドレス一覧であるか
ど うかが確認されます。

bcc
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.String[]、

java.util.Enumeration、 java.util.Iterator、

javax.mail.internet.InternetAddress、 または 
javax.mail.internet.InternetAddress[] を取り ます。

ブライン ド  カーボン  コピー (bcc) 受信者の電子メ ール アド レス。 文字列を指定す
る と、 sendmail によって、 文字列がカンマ区切 りの電子メール ア ドレス一覧で
あるかど うかが確認されます。
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subject
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

電子メールの件名。

前提条件前提条件前提条件前提条件 sendmail タグおよび getmail タグで JavaMail セッシ ョ ン属性を使用するには、 JRun
サーバーの local.properties ファ イルを編集して、 次のエン ト リ を加えます。

mail.[session name].description=[JavaMail session description]
mail.[session name].display-name=[JavaMail session display name in JMC]
mail.[session name].store.protocol=[pop3|imap (message store protocol]
mail.[session name].transport.protocol=smtp (transport protocol)
mail.[session name].host =[Mail server host name]
mail.[session name].user =[Default user name]
mail.[session name].smtp.host=[Default SMTP server host name]
mail.[session name].smtp.user=[Default SMTP user name]
mail.[session name].imap.host=[Default IMAP server host name]
mail.[session name].imap.user=[Default IMAP server user name]
mail.[session name].pop3.host=[Default POP3 server host name]
mail.[session name].pop3.user=[Default POP3 server user name]
mail.[session name].from=[Default sender email address]
mail.[session name].debug=[true|false (enable debug messages)]

例例例例 この JSP は、 sendmail タグを使用して電子メール メ ッセージを送信する  2 種類の方
法を示しています。 電子メールの添付ファ イル送信の例については、 「mailparam」
44ページセクシ ョ ンを参照してください。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>sendmail Tag Example</title></head><body>
<%--
(sendmail 構文構文構文構文 1) メールメールメールメール サーバーサーバーサーバーサーバー プロパテ ィ を指定してメールを送信します。プロパテ ィ を指定してメールを送信します。プロパテ ィ を指定してメールを送信します。プロパテ ィ を指定してメールを送信します。

--%>
<jrun:sendmail host="company1.com"
sender="someone@somewhere.com"
recipient="someone@somewhere.com">
Hello world.
</jrun:sendmail>
<%--
(sendmail 構文構文構文構文 2) JavaMail セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン オブジェク ト を使用してメールを送信します。オブジェク ト を使用してメールを送信します。オブジェク ト を使用してメールを送信します。オブジェク ト を使用してメールを送信します。

--%>
<jrun:sendmail session="session1"
sender="someone@somewhere.com"
recipient="someoneelse@somewherelse.com">
Hello world.
</jrun:sendmail>
</body></html>
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mailparam

説明説明説明説明 sendmail タグと併用して、 電子メ ール メ ッセージにファイルを動的に添付したり 、追
加の電子メール ヘッダを指定します。

構文構文構文構文 1 1 つまたは複数の電子メール添付ファ イル URL を指定します。 

<jrun:mailparam
attachurl="attachment URL"

/>

属性属性属性属性 attachurl
必須。 java.lang.String を取り ます。

MIME メ ッセージに組み込むドキュ メ ン ト  (電子メール添付ファ イル ) の URL。
「/」 で始まる絶対 URL にした り、 このタグの使用するページに対する相対 URL
にするこ と もできます。

構文構文構文構文 2 追加の電子メール ヘッダを指定します。
<jrun:mailparam

name="e-mail header name"
value="e-mail header value"

/>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.String を取り ます。

追加の電子メール ヘッダ名。

value
必須。 java.lang.String を取り ます。

追加の電子メール ヘッダ値。

例例例例 この JSP は、 sendmail タグ内での mailparam タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>mailparam Tag Example</title></head><body>
<--%
(mailparam 構文構文構文構文 1) sendmail タグ内のタグ内のタグ内のタグ内の mailparam タグで電子メール添付フ ァイルを指タグで電子メール添付フ ァイルを指タグで電子メール添付フ ァイルを指タグで電子メール添付フ ァイルを指

定します。定します。定します。定します。
--%>
<jrun:sendmail host="company1.com"
sender="someone@somewhere.com"
recipient="someone@somewhere.com">
Hello world.
<jrun:mailparam attachurl="allaire.gif" />
</jrun:sendmail>
</body></html>
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getmail

説明説明説明説明 指定された メール サーバー上の指定された メール フォルダから、 電子 メール メ ッ
セージの取得や削除を行います。

このタグでは、 SQL SELECT または DELETE で囲まれた文字列を使用して、 getmail タ
グで返される電子メール フォルダ名、 検索条件、 メ ッセージ取得順序、 電子メール
ヘッダ /内容を識別します。 getmail タグ内にフロー制御タグを含める と、 SELECT ま
たは DELETE ステート メン ト を動的に構築できます。

次の表は、 getmail SELECT または DELETE ステート メン トの WHERE 節で使用できる
有効な検索条件を示します。 メ ッセージの取得後に、 これらの同じ検索条件を使用し
て、 返された電子メール メ ッセージにアクセスして表示できます。

たとえば、 次に示すよ うに、 かっこを使用して論理演算子 and、 or、 および not を検
索条件と組み合わせて使用できます。
SELECT * FROM InBox 
WHERE (Sender contains ’macromedia.com’ or 

Sender contains ’sun.com’)
and Size < 1000

検索条件検索条件検索条件検索条件  演算子演算子演算子演算子 データデータデータデータ  タイプタイプタイプタイプ /形式形式形式形式
Sender =、 contains String literal

Recipient =、 contains String literal

Cc =、 contains String literal

Bcc =、 contains String literal

MessageID =、 contains String literal

MessageNumber =、 >=、 >、 <=、 <、 != Integer

Subject =、 contains String literal

SentDate =、 >=、 >、 <=、 <、 != MM/dd/yyyy hh:mm:ss

ReceivedDate =、 >=、 >、 <=、 <、 != MM/dd/yyyy hh:mm:ss

Size =、 >=、 >、 <=、 <、 != Integer

Flag =、 != 次のいずれかとなります。

• ANSWERED (返信済み )

• DELETED (削除済み )
• DRAFT (下書き )
• FLAGGED (フラグ )
• RECENT (最近 )
• SEEN (既読 )
• USER (ユーザ )

Body contains String literal
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getmail タグでは、 2 種類の構文がサポート されます。 1 つめのタイプでは、ユーザが
メール サーバー情報を指定できます。 2 つめのタイプでは、Web アプリケーシ ョ ンで
使用する  JavaMail セッシ ョ ン  オブジェ ク ト を  JRun 管理者があらかじめ定義してお
く必要があ り ます。 詳細については、 「前提条件」 セクシ ョ ンを参照して ください。

構文構文構文構文 1 指定されたメ ール サーバー プロパティ を使用して電子メ ール メ ッセージを取得します。

<getmail
host="host name"
username="user name"
password="password"
id="variable name"
protocol="pop3|imap"
[port="port number"]
[timeout="timeout in milliseconds"]
[scope="page|request|session|application"]>
SELECT { メール ヘッダのカンマ区切り一覧または *} 
FROM { メール フォルダ名}
WHERE {JavaMail API で使用できるオプシ ョ ンの検索条件}

</getmail>

属性属性属性属性 host
必須。 java.lang.String を取り ます。

メール サーバー ホス ト名。

username
必須。 java.lang.String を取り ます。

電子メール メ ッセージ取得に必要なユーザ名。

password
必須。 java.lang.String を取り ます。

電子メール メ ッセージ取得に必要なパスワード。

id
必須。 java.lang.String を取り ます。

取得されたメ ッセージのスク リプ ト変数名。

port
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

メール サーバーのポート番号。文字列を指定した場合は、整数値に解析されます。

timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

メール サーバーのミ リ秒単位のタイムアウ ト値。文字列を指定した場合は、整数
値に解析されます。 既定値は 3000 です。
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scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String または int を取り ます。

このタグによって返されるオブジェク ト の既定の JSP スコープ。 有効文字列値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

protocol
必須。 java.lang.String を取り ます。

getmail タグで使用される メール プロ ト コル。 有効値は imap および pop3 です。

構文構文構文構文 2 指定された JavaMail セッシ ョ ン  オブジェク ト を使用して電子メール メ ッセージを取
得します。

<getmail
session="JavaMail session name"
username="user name"
password="password"
id="variable name"
protocol="pop3|imap">
[scope="page|request|session|application"]
SELECT { メール ヘッダのカンマ区切り一覧または *} 
FROM { メール フォルダ名}
WHERE {JavaMail API で使用できるオプシ ョ ンの検索条件}

</getmail>

属性属性属性属性 session
必須。 java.lang.String または javax.mail.Session を取り ます。

JavaMail セッショ ン  オブジェク ト 。文字列を指定すると 、"java:comp/env/mail/
[session]" で JNDI 検索 (ルックアップ ) を行う こと により 、 メ ール セッショ ン  オ
ブジェク ト が取得できると仮定されます。 セッショ ン  オブジェク ト を既定の
InitialContext から取得できない場合は、 jndi タグを使用して別の
InitialContext からセッシ ョ ンを検索します。詳細については、 「jndi」 53ペー
ジセクシ ョ ンを参照して ください。 通常、 JRun 管理者によって、 JavaMail セッ
シ ョ ン  オブジェク トがあらかじめインス トールされています。

username
必須。 java.lang.String を取り ます。

電子メール メ ッセージ取得に必要なユーザ名。

password
必須。 java.lang.String を取り ます。

電子メール メ ッセージ取得に必要なパスワード。

id
必須。 java.lang.String を取り ます。

取得する メ ッセージのスク リプ ト変数名。
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protocol
必須。 java.lang.String を取り ます。

getmail タグで使用される メール プロ ト コル。 有効値は imap および pop3 です。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String または int を取り ます。

このタグによって返されるオブジェク ト の既定の JSP スコープ。 有効文字列値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定した場合、 getmail タグによって返される結果セッ トは pageContext オブ
ジェク トに allaire.taglib.EMailTable のインスタンス と して格納されます。 返さ
れるオブジェ ク ト のスコープは、 タグの scope 属性によって決ま り、 その既定値は
page です。 

メモメモメモメモ

getmail タグによって返される  allaire.taglib.EMailTable の列は、 電子 メール
メ ッセージ ヘッダと元のメ ッセージの結合を最後の列と して示します。 この列には、
必ず Message とい う名前が付いています。

allaire.taglib.EMailTable ク ラスによ り、allaire.taglib.QueryTable ク ラスが
拡張されます。 QueryTable には javax.sql.RowSet インターフェイスが実装されて
います。 このインターフェイスによって java.sql.ResultSet が拡張されます。 sql、
storedproc、getmsg、getmail、および jndi タグを使用する前に、javax.sql.RowSet
および java.sql.ResultSet について把握しておく こ とをお勧めします。詳細につい
ては、 次の URL にある  JDBC API のマニュアルを参照して ください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/index.html

これは、getmsg タグと スク リプ ト変数を併用する場合の共通のシナ リオです。 この例
では getObject が使用されていますが、 RowSet には異なるオブジェク ト  タイプを使
用するほかの多くの getter メ ソ ッ ドがあ り ます。

• param タグで EMailTable または RowSet にタイプ変換します。
<jrun:param id="result" type="EMailTable"/>

または

<jrun:param id="result" type="javax.sql.RowSet"/>

• 結果セッ ト をループ化します。

<jrun:foreach group='<%=result%>'>

<%= result.getObject("From") %><br>

<%= result.getObject("Subject") %><br>

<%= result.getObject("Body") %><br>

</jrun:foreach>
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次の表では、 getmail 結果セッ トで最も一般的に使用される メ ソ ッ ドについて説明し
ています。  

前提条件前提条件前提条件前提条件 sendmail および getmail タグで JavaMail session 属性を使用するには、 JRun サー
バーの local.properties ファ イルを編集して、 次のエン ト リ を加えます。
mail.[session name].description=[JavaMail session description]
mail.[session name].display-name=[JavaMail session display name in JMC]
mail.[session name].store.protocol=[pop3|imap (message store protocol]
mail.[session name].transport.protocol=smtp (transport protocol)
mail.[session name].host =[Mail server host name]
mail.[session name].user =[Default user name]
mail.[session name].smtp.host=[Default SMTP server host name]
mail.[session name].smtp.user=[Default SMTP user name]
mail.[session name].imap.host=[Default IMAP server host name]
mail.[session name].imap.user=[Default IMAP server user name]
mail.[session name].pop3.host=[Default POP3 server host name]
mail.[session name].pop3.user=[Default POP3 server user name]
mail.[session name].from=[Default sender email address]
mail.[session name].debug=[true|false (enable debug messages)]

例例例例 この JSP は、 getmail を使用して電子メール メ ッセージを取り込む 2 種類の方法を示
しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>getmail Tag Example</title></head><body>
<%--
(getmail 構文構文構文構文 1) 電子メール電子メール電子メール電子メール サーバーサーバーサーバーサーバー プロパティ を使用して電子メールプロパティ を使用して電子メールプロパティ を使用して電子メールプロパティ を使用して電子メール メ ッセージを取メ ッセージを取メ ッセージを取メ ッセージを取

得します。得します。得します。得します。
--%>
<jrun:getmail host="server.somewhere.com" username="test"
password="test" protocol="imap" id="result">
select subject, from, body from Inbox

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

next() Boolean TRUE の場合、結果セッ トで次の行を取得します。
getObject(int) Object インデックス番号によって列を取得します。

getObject(String) Object 名前によって列を取得します。

get(int) String インデッ クス番号によって列を取得します。 この

QueryTable メ ソッ ド は下位互換性のために用意さ
れているので、 同じ機能を持つ getObject(int)
の使用をお勧めします。

get(String) String 名前によって列を取得します。 この QueryTable
メ ソ ッ ドは下位互換性のために用意されているの

で、 同じ機能を持つ getObject(String) の使用
をお勧めします。
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</jrun:getmail>
<%--
(getmail 構文構文構文構文 2) JavaMail セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン オブジェク ト を使用して電子メールオブジェク ト を使用して電子メールオブジェク ト を使用して電子メールオブジェク ト を使用して電子メール メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ

を取得します。を取得します。を取得します。を取得します。
--%>
<jrun:getmail session="session1" id="e-mails" protocol="pop3">
select * from Inbox where subject contains 'jrun'
</jrun:getmail>
<%--
param タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、タグを使用して変数を宣言し、 getmail タグによって返されるタグによって返されるタグによって返されるタグによって返される EmailTable 
オブジェク ト をオブジェク ト をオブジェク ト をオブジェク ト を javax.sql.RowSet にタイプ変換します。 結果セッ ト をループ化し、にタイプ変換します。 結果セッ ト をループ化し、にタイプ変換します。 結果セッ ト をループ化し、にタイプ変換します。 結果セッ ト をループ化し、

getObject メ ソ ッ ドを使用して電子メールメ ソ ッ ドを使用して電子メールメ ソ ッ ドを使用して電子メールメ ソ ッ ドを使用して電子メール メ ッセージの件名、 送信元、 およびメ ッセージの件名、 送信元、 およびメ ッセージの件名、 送信元、 およびメ ッセージの件名、 送信元、 および

本文セクシ ョ ンを取得します。本文セクシ ョ ンを取得します。本文セクシ ョ ンを取得します。本文セクシ ョ ンを取得します。
--%>
<jrun:param id='result' type='javax.sql.RowSet'/>
<jrun:foreach group='<%= result %>'>
<%= result.getObject("subject") %><br>
<%= result.getObject("from") %><br>
<%= result.getObject("body") %><br>
</jrun:foreach>
</body></html>
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servlet

説明説明説明説明 servletparam からサーブレッ ト属性を収集し、 RequestDispatcher インターフェイ
スを使用して、 指定されたサーブレッ ト を呼び出します。 呼び出されたサーブレッ ト
の出力は、 呼び出した JSP に埋め込まれます。

構文構文構文構文 <jrun:servlet 
code="servlet name">
optional <servletparam/>

</jrun:servlet>

属性属性属性属性 code
必須。 java.lang.String を取り ます。

ターゲッ トのサーブレッ ト名。

例例例例 この JSP は、 servlet タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>servlet Tag Example</title></head><body>
<%--
サーブレッ ト を呼び出します。サーブレッ ト を呼び出します。サーブレッ ト を呼び出します。サーブレッ ト を呼び出します。
--%>
<jrun:servlet code="SnoopServlet">
</jrun:servlet>
</body>
</html>
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servletparam

説明説明説明説明 servlet タグと併用してサーブレッ ト要求属性を指定します。

構文構文構文構文 <jrun:servletparam
name="servlet attribute name"
value="servlet attribute value"

/>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.String を取り ます。

ターゲッ トのサーブレッ ト属性名。

value
必須。 java.lang.Object を取り ます。

ターゲッ トのサーブレッ ト属性値。

例例例例 この JSP は、 servlet タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>servletparam Tag Example</title></head><body>
<%--
servlet タグ内のタグ内のタグ内のタグ内の servletparam タグでサーブレッ ト属性を指定します。タグでサーブレッ ト属性を指定します。タグでサーブレッ ト属性を指定します。タグでサーブレッ ト属性を指定します。

--%>
<jrun:servlet code="SnoopServlet">
<jrun:servletparam name="key" value="<%= new Hashtable() %>"/>
</jrun:servlet>
</body>
</html>
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jndi

説明説明説明説明 JSP から  J2EE サーバー環境の分散型オブジェク トにアクセスできるよ うになり ます。

このタグでは、lookup (JNDI 検索 (ルッ クアップ ))、 list (一覧 )、 attribute (属性)、
および search (検索) アクシ ョ ンがサポート されます。

構文構文構文構文 <jrun:jndi
action="lookup|list|search|attribute"
name="lookup/search name"
attributes="search attributes" (検索のみ)
[provider="service provider class name"]
[url="service provider URL"]
id="variable name"
[scope="page|request|session|application"]

/>

属性属性属性属性 action
必須。 java.lang.String を取り ます。

JNDI アクショ ン。値は、lookup、list、attribute、および search です。各 action
の機能は次のとおりです。

• lookup の場合、 このタグは JNDI サーバーからのオブジェク ト を返します。

• list の場合、 このタグは接頭辞が一致するオブジェク トの一覧を返します。

• attribute の場合、このタグは LDAP などの指定されたディレク ト リ  サービス
から属性の一覧を返します。

• search の場合、 指定ディ レク ト リ  サービスから名前にバインド されたオブジェ
ク ト の列挙を返します。

name
必須。 java.lang.String または javax.naming を取り ます。

JNDI 検索 (ルッ クアップ )/検索名。javax.naming.Name のインスタンスも使用で
きます。

attributes (検索アクシ ョ ンのみ検索アクシ ョ ンのみ検索アクシ ョ ンのみ検索アクシ ョ ンのみ)
必須。 java.util.Dictionary、 java.util.Map、 または 
javax.naming.Attributes です。

検索対象のキーと値ペアのセ ッ ト 。 た と えば、 Hashtable、 Hashmap、 または

javax.naming.Attributes のインスタンスのフォームのキーと値のペアを指定
できます。

provider
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

JNDI 検索 (ルッ クアップ )/ディレク ト リ  サービス  プロバイダ ク ラス。
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url
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

この属性は、 JNDI 検索 (ルッ クアップ )/ディ レク ト リ  サービス  プロバイダ URL
を表します。

id
必須。 java.lang.String を取り ます。

jndi 結果オブジェク トのスク リプ ト変数名。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String または int を取り ます。

このタグによって返されるオブジェク ト の既定の JSP スコープ。 有効文字列値は、
page、 request、 session、 および application です。 既定値は page です。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

jndi タグによって返されるオブジェク トのタイプは、 action によって異な り ます。

返されるオブジェ ク ト のスコープは、 タグの scope によって決ま り、 その既定値は
page です。 param タグを使用してこのオブジェク トのスク リプ ト変数を宣言する と、
定義されたスコープ内でその変数を暗黙オブジェク トのよ うに使用できます。 次の表
は、各 action、アクシ ョ ンによって返されるオブジェク ト、および返されるオブジェ

ク トの列名とそのデータ  タイプの一覧です。 

allaire.taglib.NameTable、 DirSearchTable、 および AttributeTable ク ラ ス
によ り 、 allaire.taglib.QueryTable ク ラ スが拡張さ れます。 QueryTable には
javax.sql.RowSet インターフェイスが実装されています。 このインターフェイスに
よって java.sql.ResultSet が拡張されます。 sql、 storedproc、 getmsg、 getmail、
および jndi タグを使用する前に、javax.sql.RowSet および java.sql.ResultSet に
ついて把握しておく こ と をお勧めします。 詳細については、 次の URL にある  JDBC
API のマニュアルを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/docs/guide/jdbc/index.html

JNDI 
アクシ ョ ンアクシ ョ ンアクシ ョ ンアクシ ョ ン

返されるオブジェク ト返されるオブジェク ト返されるオブジェク ト返されるオブジェク ト テーブル列 ：データテーブル列 ：データテーブル列 ：データテーブル列 ：データ  タイプタイプタイプタイプ

lookup java.lang.Object なし

list allaire.taglib.NameTable Name: String
ClassName: String
isRelative: Boolean

search allaire.taglib.DirSearchTable Name: String
ClassName: String
isRelative: Boolean
Attribute: allaire.taglib.AttributeTable

attribute allaire.taglib.AttributeTable ID: String
Attribute: javax.naming.directory.Attribute
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これは、 一覧アクシ ョ ンで jndi タグのスク リプ ト変数を使用する場合の共通のシナ
リオです。 この例では getObject が使用されていますが、 RowSet には異なるオブジェ
ク ト  タイプを使用するほかの多くの getter メ ソ ッ ドがあ り ます。

• param タグで NameTable または RowSet にタイプ変換します。
<jrun:param id="result" type="NameTable"/>

または

<jrun:param id="result" type="javax.sql.RowSet"/>

• 結果セッ ト をループ化します。

<jrun:foreach group='<%=result%>'>

<%= result.getObject("Name") %><br>

<%= result.getObject("ClassName") %><br>

<%= result.getObject("isRelative") %><br>

</jrun:foreach>

次の表では、 jndi list、 search、 および attribute 結果セッ トで最も一般的に使用
される メ ソ ッ ドについて説明しています。  

前提条件前提条件前提条件前提条件 Web アプリ ケーシ ョ ンで jndi タグを使用する前に、 JNDI ディ レク ト リ  サービスを
使用可能にする必要があ り ます。

例例例例 この JSP は、 jndi タグの使用方法および結果データの表示方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>jndi Tag Example</title></head><body>
<%--
JNDI 検索検索検索検索 (ルックアップルックアップルックアップルックアップ) アクシ ョ ンを実行します。アクシ ョ ンを実行します。アクシ ョ ンを実行します。アクシ ョ ンを実行します。

--%>
<jrun:jndi action="lookup" name="java:comp/UserTransaction" id="txn"/>
<%--

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド
返される返される返される返される
タイプタイプタイプタイプ 説明説明説明説明

next() Boolean TRUE の場合、 結果セッ トで次の行を取得します。
getObject(int) Object インデックス番号によって列を取得します。

getObject(String) Object 名前によって列を取得します。

get(int) String インデッ クス番号によって列を取得します。 この

QueryTable メ ソ ッ ドは下位互換性のために用意
されているので、同じ機能を持つ getObject(int)
の使用をお勧めします。

get(String) String 名前によって列を取得します。 この QueryTable メ
ソ ッ ドは下位互換性のために用意されているので、

同じ機能を持つ getObject(String) の使用をお
勧めします。
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JNDI 一覧アクシ ョ ンを実行します。一覧アクシ ョ ンを実行します。一覧アクシ ョ ンを実行します。一覧アクシ ョ ンを実行します。

--%>
<jrun:jndi action="list" name="java:comp/env/jdbc" id="result"/>

<%--
結果セッ ト をループ化し、 名前値を表示します。結果セッ ト をループ化し、 名前値を表示します。結果セッ ト をループ化し、 名前値を表示します。結果セッ ト をループ化し、 名前値を表示します。
--%>
<jrun:param id="result" type="NameTable"/>
<jrun:foreach group='<%= result %>'>
<%= result.getObject("Name") %><br>
<%= result.getObject("ClassName") %><br>
<%= result.getObject("isRelative") %><br>
</jrun:foreach>
</body></html>
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transaction

説明説明説明説明 JSP に分散型 ト ラ ンザクシ ョ ン ロジッ ク を書き込むこ とができます。 複数のコン
ピュータで複数のデータベース  テーブルを更新する場合など、データの完全性を維持
する必要がある場合に、分散型ト ランザクショ ンを使用します。いずれかのデータベー
ス  サーバーで障害が発生した場合は、その他のデータベース  サーバーに加えられた変
更をト ランザクショ ンによってロール バッ クする必要があり ます。 メ ッ セージ キュー
へのメ ッセージの送信処理も、 分散型 ト ランザクシ ョ ンによ り行われるため、 ト ラン
ザ ク シ ョ ンに障害が発生した場合は メ ッ セージがキ ャ ンセルされます。 一般に

transaction タグは、 sql、 sendmsg、 および getmsg タグと併用されます。 これらの
タグの場合は、 transaction タグ内にあるかど うかが確認され、 それに応じてロジッ
クが使用されます。

構文構文構文構文 <jrun:transaction
[timeout="time in seconds"]>
<jrun:sql>
SQL statement
</jrun:sql>
more <jrun:sql>, <jrun:sendmsg> or <jrun:getmsg> tags...

</jrun:transaction>

属性属性属性属性 timeout
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

ト ランザクシ ョ ンに関連付けられている ミ リ秒単位のタイムアウ ト値。 この値が

0 の場合、 ト ランザクシ ョ ン  サービスでは既定値を復元します。

前提条件前提条件前提条件前提条件 transaction タグでは、 JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/taglib ディ レク ト リにあ
る jrunbeans.jar ファ イルのステート レス  セッショ ン  Bean を使用します。 Bean の
公開記述子によって、 すべての Bean メ ソ ッ ドに対するセキュ リ テ ィの役割と して
txntag が指定されます。 JRun インス トール時に、 EJB および JMS オプショ ンを含む
完全なイ ンス ト ールを実行する必要があり ます。 transaction タ グを使用する前
に、 JRun のルート  ディ レク ト リ /samples/taglib ディ レク ト リ の Readme ファ イルの説
明どおり に Bean を公開し、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの web.xml フ ァ イルと  JRun
users.properties ファ イルを変更する必要があ り ます。
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例例例例 この JSP は、2 つの sql タグと  1 つの sendmsg が含まれている  transaction タグを示
しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>transaction Tag Example</title></head><body>
<jrun:transaction>
<jrun:sql datasrc="taglib">
update Table1 set amount=amount+10 where id=2
</jrun:sql>
<jrun:sql datasrc="taglib2">
update Table1 set amount=amount-10 where id=2
</jrun:sql>
<jrun:sendmsg msgsrc="QueueConnectionFactory" queue="queue1">
<jrun:msgparam name="foo1" value="bar1"/>
<jrun:msgparam name="foo2" value="bar2"/>
This is a test.
</jrun:sendmsg>
</jrun:transaction>
</body></html>
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param

説明説明説明説明 JSP スク リプ ト レッ トおよび数式内で使用するためにスク リプ ト変数を宣言します。

JSP スコープ (page、 request、 session、 または application) を指定した り、 オプ
シ ョ ンで既定値を指定できます。 param タグで設定された変数は、 pageContext オブ
ジェ ク ト から変数を取 り込むこ とによってほかのカスタム  タグから もアクセスでき
ます。 param タグではスク リプ ト変数のリセッ トは行いません。 

メモメモメモメモ

ほかのタグ内に param タグをネス トする場合、 param タグはネス ト されたコンテキス
ト内だけで使用できます。

構文構文構文構文 <jrun:param
id="variable name"
[scope="page|request|session|application"]
[type="java.lang.Object|class name"]
[default="default value"]

/>

属性属性属性属性 id
必須。 java.lang.String を取り ます。

スク リプ ト変数名。

scope
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

スク リプ ト変数の JSP スコープ。有効な値は、 page、 session、 request、 および
application です。 既定値は page です。

type
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

スク リプ ト変数オブジェク ト  タイプ。

default
オプシ ョ ン。 java.lang.Object を取り ます。

スク リプ ト変数の既定値。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

id を指定して、 scope が page の場合は、 type 属性で指定されたタイプの、 次の特性
を持つ変数が作成されます。

• 名前 TagData.getAttribute(“id")

• タイプ TagData.getAttribute(“type")

• 宣言 true

• スコープ AT_END
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例例例例 この JSP は、 param タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>param Tag Example</title></head><body>
<%--
整数オブジェク ト を宣言し、 セッシ ョ ンのスコープに格納します。整数オブジェク ト を宣言し、 セッシ ョ ンのスコープに格納します。整数オブジェク ト を宣言し、 セッシ ョ ンのスコープに格納します。整数オブジェク ト を宣言し、 セッシ ョ ンのスコープに格納します。
--%>
<jrun:param id="x" type="java.lang.Integer"
default=’<%= new Intger(1) %>’ scope="session"/>
<%= session.getAttribute("x") %>
<%--
日付オブジェク ト を宣言し、 ページのスコープに格納します。日付オブジェク ト を宣言し、 ページのスコープに格納します。日付オブジェク ト を宣言し、 ページのスコープに格納します。日付オブジェク ト を宣言し、 ページのスコープに格納します。
--%>
<jrun:param id="y" type="java.util.Date"
default="<%= new Date() %>" scope="page"/>
<%= y %>
</body></html>
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foreach

説明説明説明説明 group 属性で定義されたオブジェク トのコレクシ ョ ンをループ化します。 

foreach タグを使用する と、 列挙タイプ (java.util.Enumeration、
javax.naming.NamingEnumeration、 java.sql.ResultSet、 javax.sql.RowSet、

java.util.Iterator、 または java.lang.Object[]) が自動的に認識されるため、 そ
れぞれのコレクショ ン構造で列挙メ ソ ッ ド を覚える必要がなく なり ます。 コレクショ ン
で次のタイプのいずれかが使用される場合に、 item および type 属性が使用されます。
• java.util.Enumeration

• javax.naming.NamingEnumeration

• java.util.Iterator

• java.lang.Object[]

スク リ プト 変数が作成され、 コレクショ ンから返されたオブジェク ト が保持されます。

構文構文構文構文 1 group 属性を使用して指定されたコレクシ ョ ンからのオブジェク ト を返します。 

<jrun:foreach
group="group name"
item="variable name"
[type="java.lang.Object|class name"]>
...

</jrun:foreach>

属性属性属性属性 group 
必須。 java.util.Enumeration、 javax.naming.NamingEnumeration、

java.util.Iterator、 allaire.taglib.Table、 java.lang.Object[]、 または

java.lang.String を取り ます。

コレクシ ョ ン名。 文字列を指定する と、 pageContext.getAttribute() を呼び出
すこ とで、 列挙オブジェク ト を見つけるこ とができる と仮定されます。

item
特定の group タイプの場合は必須。 java.lang.String を取り ます。

スク リプ ト変数名。 この属性は、 グループ属性が java.util.Enumeration、
javax.naming.NamingEnumeration、 java.util.Iterator、 または 
java.lang.Object[] である場合に必要とな り ます。

type
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

item を指定した場合、 この属性は、 item ループのスク リプ ト変数の作成に使用
されるオブジェク ト  タイプを示します。 既定値は java.lang.Object です。

構文構文構文構文 2 列挙のデータに直接アクセスします。

<jrun:foreach
group="group name">
...

</jrun:foreach>
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属性属性属性属性 group 
必須。 java.sql.ResultSet、 javax.sql.RowSet、 または java.lang.String を
取り ます。

コレクシ ョ ン名。 文字列を指定する と、 pageContext.getAttribute() を呼び出
すこ とで、 列挙オブジェク ト を見つけるこ とができる と仮定されます。

スクリプ トスクリプ トスクリプ トスクリプ ト
変数変数変数変数

item を指定した場合は、 その値が変数名と して使用されます。

スク リプ ト変数の情報は次のよ うになり ます。

• 名前名前名前名前 TagData.getAttribute("item")

• タイプタイプタイプタイプ TagData.getAttribute("type")

• 宣言宣言宣言宣言 true

• スコープスコープスコープスコープ NESTED

例例例例 この JSP は、 2 種類の foreach 構文の使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>foreach Tag Example</title></head><body>
<%--
(foreach 構文構文構文構文 1) コレクシ ョ ンからオブジェク トが返されます。コレクシ ョ ンからオブジェク トが返されます。コレクシ ョ ンからオブジェク トが返されます。コレクシ ョ ンからオブジェク トが返されます。

--%>
<jrun:foreach item="c" type="Cookie"

group="<%= request.getCookies() %>">
<%= c.getname() %>
</jrun:foreach>
<%--
(foreach 構文構文構文構文 2) 列挙のデータに直接アクセスします。列挙のデータに直接アクセスします。列挙のデータに直接アクセスします。列挙のデータに直接アクセスします。

--%>
<jrun:sql datasrc="dsn1" id="rs">
SELECT * FROM Table1
</jrun:sql>

<jrun:param id="rs" type="QueryTable"/>
<jrun:foreach group="<%= rs %>">
... <%= rs.get("column_name") %> ...
</jrun:foreach>
</body></html>
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if

説明説明説明説明 expr 属性で指定された式を評価し、 この式の結果に従って囲まれたコード  ブロ ッ ク
を条件分岐して実行します。

構文構文構文構文 <jrun:if 
[expr="true|boolean expression]
...">

</jrun:if>

属性属性属性属性 expr
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

評価する式。 有効な文字列値は、 true、 false、 TRUE、 および FALSE です。 既定
値は true です。 

例例例例 この JSP は、 if タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>if Tag Example</title></head><body>

<jrun:if expr="<%= "true".equals(request.getParameter("foo") %>">
foo = true<br>
</jrun:if>
</body></html>
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switch

説明説明説明説明 case タグ内のコードの条件ブロ ッ クを実行します。

このタグは、 式が true である と最初に評価されたケース  ブロ ッ ク を実行します。
switch タグ内の case タグのそれぞれにオプシ ョ ンで独自の評価式を組み込めます。 

構文構文構文構文 <jrun:switch>
one or more <case> tags

</jrun:switch>

例例例例 この JSP は、 switch タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>switch Tag Example</title></head><body>

<jrun:switch>
<jrun:case expr="true">
....
</jrun:case>
<jrun:case expr="true">
....
</jrun:case>
<jrun:case>
....
</jrun:case>
</jrun:switch>
</body></html>
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case

説明説明説明説明 switch タグ内で使用され、評価式の結果に従ってカプセル化されたコードを条件分岐
して実行します。

expr 属性はオプシ ョ ンです。 既定値は true です。 case タグは、 switch タグ内にあ
るものと し、 これ以外の場合は例外とな り ます。 switch タグは、 式が true である と
最初に評価された case ブロ ッ クを実行します。詳細については、 「switch 」 セクシ ョ
ンを参照してください。

構文構文構文構文 <jrun:case
[expr="true|boolean expression"]>

</jrun:case>

属性属性属性属性 expr
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

評価する式。 有効な文字列値は、 true、 false、 TRUE、 および FALSE です。 既定
値は true です。

例例例例 この JSP は、 case タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>case Tag Example</title></head><body>
<jrun:switch>
<jrun:case expr="true">
....
</jrun:case>
<jrun:case expr="true">
....
</jrun:case>
<jrun:case>
....
</jrun:case>
</jrun:switch>
</body></html>
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form

説明説明説明説明 ク ライアン ト側で JavaScript フォームの妥当性を確認して、HTML form タグを拡張し
ます。 このタグは、 既存の HTML 4.0 form タグ属性にも対応しています。

構文構文構文構文 <jrun:form
name="HTML form name"
action="URL"
[onSubmit="JavaScript function name"]
[other HTML 4.0 attributes]>
optional <input/>|<select>...</select>

</jrun:form>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.String を取り ます。

HTML フォーム名。

action
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

HTML フォーム  アクシ ョ ン  URL。 有効な URL でなければなり ません。

onSubmit
オプシ ョ ン。 属性と して java.lang.String を取り ます。

JavaScript 関数名。 送信ボタンをク リ ッ クする と、 この JavaScript 関数が実行さ
れます。

その他のその他のその他のその他の HTML 4.0 属性属性属性属性
指定したその他の HTML 4.0 フォーム属性はすべて、 生成された form タグの属
性に追加されます。

例例例例 この JSP は、 form タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>form Tag Example</title></head><body>
<jrun:form name="form1" action="form.jsp">
<input type="submit" value="submit">
</jrun:form>
</body></html>
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input

説明説明説明説明 form タグの中で使用し、 ラジオ ボタン、 チェ ッ クボッ クス、 テキス ト  ボッ クスを挿
入します。 特定のコン ト ロール タイプの入力の妥当性を確認します。

このタグは、HTML INPUT タグと同様に JavaScript の onClick イベン ト をサポート し
ます。

構文構文構文構文 onValidate 値を指定した場合は、 ユーザ定義の JavaScript の妥当性確認を使用しま
す。 それ以外の場合は、 組み込みの妥当性確認を使用します。

<jrun:input
name="name"
[type="form control type"]
[value="value"]
[required="true|false"]
[onError="JavaScript function name"]
[other HTML 4.0 input attributes]

/>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.String を取り ます。

ユーザ インターフェイス  コン ト ロール名。

type
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

フォーム  コン ト ロール タ イプ。 有効タ イプは、 checkbox、 radio、 password、

creditcard、 date、 eurodate、 float、 integer、 ssc、 phone、 time、 zipcode、

および text です。 既定値は text です。 

value
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

フ ィールド値。

required
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

この属性を指定する と、 チェ ッ クボッ ク スの選択、 ラジオ ボタンの選択、 パス
ワードの入力、入力フ ィールド  ボッ クスへの文字列の入力が必須になり ます。既
定値は false です。

onError
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

JavaScript 関数名。 この関数は、 ク ラ イアン ト側でフォームの妥当性確認ができ
ない場合に実行されます。

その他のその他のその他のその他の HTML 4.0 入力属性入力属性入力属性入力属性

指定したその他の HTML 4.0 入力属性はすべて、生成された input タグの属性に
追加されます。
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例例例例 この JSP は、 input タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>input Tag Example</title></head><body>
<%--
組み込みの電話フォームの妥当性確認を使用します。組み込みの電話フォームの妥当性確認を使用します。組み込みの電話フォームの妥当性確認を使用します。組み込みの電話フォームの妥当性確認を使用します。
--%>
<jrun:form name="form1" action="input.jsp">
<jrun:input name="input1" type="phone" required="true" />
<input type="submit" value="validate">
</jrun:form>

<%--
カスタム入力フ ィールドの妥当性確認およびエラーカスタム入力フ ィールドの妥当性確認およびエラーカスタム入力フ ィールドの妥当性確認およびエラーカスタム入力フ ィールドの妥当性確認およびエラー メ ッセージを使用します。メ ッセージを使用します。メ ッセージを使用します。メ ッセージを使用します。

--%>
<script language="javascript">
<!--
function customValidate(obj_value) {
    if (!(obj_value.toString() == "PROMOTION")) {

return false;
}
return true;

}
function customErrorMsg(form_obj, input_obj, obj_value, error_msg) {
    alert("custom error message:Invalid Promotion Code:"+obj_value);
    return false;
}
//-->
</script>

<jrun:form method="post" name="form1" action="form4.jsp">
<jrun:input name="t1" required="true" onValidate="customValidate" 

onError="customErrorMsg" />
<jrun:input name="t2" type="password" required="true"/>
<input type="submit" value="Submit"/>
</jrun:form>
</body></html>
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select

説明説明説明説明 ハッシュテーブルのよ う なキーと値のペアのテーブルが取得され、 ド ロ ップダウン  リ
ス ト  ボッ クスに自動的に割り当てられます。また、データベース  クエ リ結果も取得で
きます。 この場合は value および display 文字列と してクエリ から  2 つの列を指定す
る必要があ り ます。

構文構文構文構文 1 ハッシュテーブルの値を使用してド ロ ップダウン  リ ス ト  ボッ クスに割り当てます。

<jrun:select
name="name"
hashtable="hashtable name"
[multiple=”true|false”]
[size="1|integer"]
[required="true|false"]
[onError="JavaScript function name"]
[selected="value"]
[other HTML 4.0 select attributes]>
optional HTML <option> tags

</jrun:select>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.String を取り ます。 

ユーザ インターフェイス  コン ト ロール名。

size
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

ド ロップダウン  リ スト  ボッ ク スに表示される行数。 既定値は 1 です。 文字列を指
定した場合は、 整数値に解析されます。

hashtable
必須。 java.util.Dictionary または java.util.Map のサブクラスを取り ます。

キーおよび値のペアのテーブル。

multiple
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

この属性を指定した場合は、 複数の値を選択できます。 既定値は false です。

required
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

この属性を指定する と、 チェ ッ クボッ ク スの選択、 ラジオ ボタンの選択、 パス
ワードの入力、入力フ ィールド  ボッ クスへの文字列の入力が必須になり ます。既
定値は false です。
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onError
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

JavaScript 関数名。 この関数は、 ク ラ イアン ト側でフォームの妥当性確認ができ
ない場合に実行されます。

selected
オプシ ョ ン。 java.lang.String (複数の場合はカンマ区切り リ ス ト )、
java.lang.String[]、 java.util.Enumeration、 java.lang.Iterator を取り
ます。

ド ロップダウン  リ スト  ボッ ク スであらかじめ選択される値で、 ハッ シュテーブル
のキー値です。

その他のその他のその他のその他の HTML 4.0 選択属性選択属性選択属性選択属性

指定したその他の HTML 4.0 選択属性はすべて、 生成された select タグの属性
に追加されます。

構文構文構文構文 2 データベース  テーブルの指定された列を使用して ド ロ ップダウン  リ ス トに割り当て
ます。

<jrun:select
name="name"
query="database query result"
[multiple=”true|false”]
[value="value column"]
[display="display column"]
[size="1|integer"]
[required="true|false"]
[onError="JavaScript function name"]
[selected="value"]
[other HTML 4.0 select attributes]>
optional HTML <option> tags

</jrun:select>

属性属性属性属性 name
必須。 java.lang.String を取り ます。 

フォーム  コン ト ロール名。

query
必須。java.sql.ResultSet、javax.sql.RowSet、allaire.taglib.Table、 また

は java.lang.String を取り ます。

データベース  クエ リ結果。 この属性は、操作を簡単にする目的で文字列値に対応
しています。 次を呼び出してクエ リ  オブジェク ト を取得します。

pageContext.getAttribute(query);

multiple
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

この属性を指定した場合は、 複数の値を選択できます。 既定値は false です。
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value
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

キー値。 既定値はクエ リ結果の最初の列です。

display
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。 

表示値。 既定値は value 属性の値です。

size
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Integer、 または int を取り ます。

ド ロ ップダウン  リ ス ト  ボッ クスに表示される行数。既定値は 1 です。文字列を指
定した場合は、 整数値に解析されます。

required 
オプシ ョ ン。 java.lang.String、 java.lang.Boolean、 または boolean を取 り
ます。

この属性を指定する と、 チェ ッ クボッ ク スの選択、 ラジオ ボタンの選択、 パス
ワードの入力、入力フ ィールド  ボッ クスへの文字列の入力が必須になり ます。既
定値は false です。

onError
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

JavaScript 関数名。 この関数は、 ク ラ イアン ト側でフォームの妥当性確認ができ
ない場合に実行されます。

selected
オプシ ョ ン。 java.lang.String を取り ます。

ド ロップダウン  リ スト  ボッ ク スであらかじめ選択される値で、 ハッ シュテーブル
のキー値です。

その他のその他のその他のその他の HTML 4.0 選択属性選択属性選択属性選択属性

指定したその他の HTML 4.0 選択属性はすべて、 生成された select タグの属性
に追加されます。

例例例例 この JSP は、 select タグの使用方法を示しています。

<%@ page import="allaire.taglib.*" %>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="jrun" %>
<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.0 Transitional//EN">
<html><head><title>select Tag Example</title></head><body>
<jrun:param id="rs" type="allaire.taglib.QueryTable"/>
<jrun:sql driver="sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver"
url="jdbc:odbc:DBNAME" id="q3">
select * from Table1
</jrun:sql>
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<jrun:form name="form1" action="select.jsp">
<jrun:select name="box1" required="true" query="<%= rs %>"
value="ID" display="LastName">
</jrun:select> 
<input type="submit" value="validate">
</jrun:form>
</body></html>
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